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明
治
二
〇
年
代
に
お
け
る

九
州
鉄
道
会
社
の
経
営
実
態

東

條

正

目

次

は
じ
め
に

創
立
初
期
に
お
け
る
経
営

明
治
二
一二
年
恐
慌
下
の
経
営
危
機

か
ら
回
復
へ

日
清
戦
時
下

に
お
け
る
第

一
次
発
展

日
清
戦
後
に
お
け
る
第
二
次
発
展

む
す
び
に
か
え
て

一
、
は
じ
め
に

明
治
期
の
株
式
会
社

の
中

で
鉄
道
会
社
が
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
周

知
の
如
く
で
あ
る
。

し
か
し
、そ

の
存
在
に
比
し
て
こ
れ
ま
で
の
明
治
期
鉄
道
会
社

の
経
営
分
析
が
他

の
産
業
分
野
に
比
べ
て
必
ず
し
も
充
分
な
も
の
で
あ

っ
た
と
は
言

い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

一
つ
に
は
明
治
期
の
鉄
道
会
社

の
主
要
部
分
が
明
治

三
九

二

九
〇
六
)
年
の
鉄
道
国
有
化
に
よ

っ
て
消
滅
し
て
し
ま

い
、
同
時

に
そ
の

経
営
資
料
も
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ

は
明
治
期
鉄
道
会
社
資
本
の
七
割
以
上
を
占

め
五
大
鉄
道
と
呼
ば
れ
た
幹
線
鉄
道
会

社

に
於
て
も
同
様
で
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
そ
れ
ら
の
中
で
本
格
的
経
営
分
析
が
な

さ
れ
て
い
る
の
は
日
本
鉄
道
会
社
等
の

一
、

二
に
留
ま

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿

に
於
て
は
鉄
道
国
有
化
前
に
於

て
資
本
額
で
は
日
本
鉄
道
会
社
と
並

ぶ
幹
線
鉄
道
会
社
で
あ

っ
た
九
州
鉄
道
会
社
を
事
例
に
取
り
、
そ
の
明
治
二
〇
年
代

の
経
営
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
明
治
期
幹
線
鉄
道
会
社
の
個
別
経
営
分
析
の

一

つ
と
し
た
い
と
考
え
る
。
対
象
時
期
を
明
治
二
〇
年
代
に
限
定
し
た
の
は
、
九
州
鉄

〔6
)

〔ヱ

道
会
社

(以
下
、
九
鉄
と
略
称
)
は
明
治
三
〇

二

八
九
七
)
年
に
筑
豊
鉄
道
会
社

と
合
併
し
て
そ
の
性
格
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
と

以
後
の
経
営
実
態
を
区
分
し
て
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
と

同
時
に
明
治
二
〇
年
代
の
鉄
道
経
営
の
解
明
は
、
日
本

の
産
業
資
本
勃
興
期
に
於
け

る
鉄
道
経
営

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
な
り
、
他
方
明
治
期
鉄
道
会
社
の
多

く
が
日
清
戦
後
ブ
ー
ム
の
中
で
創
設
さ
れ
二
〇
年
代
末

に
開
業
し
た

こ
と
も
あ

っ
て

そ
れ
な
り
の
希
少
性
を
持

つ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
九
鉄
は
周
知
の
如
く
財
閥
資
本
、
特

に
三
菱

(岩
崎
)
と
鉄
道
国
有
化
に
至

る
ま
で
強

い
結
び

つ
き
を
持

っ
て
お
り
、
そ
の
財
閥
資
本
と
九
鉄
の
関
係
が
ど
の
よ

う
に
展
開

さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
本
稿
は

一
つ
の
手
掛
り
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
と

考
え
る
。

今

一
つ
本
稿
の
分
析
を
通
じ
て
解
明
し
う
る
と
思
わ
れ
る
の
は
石
炭
輸
送
と
鉄
道
経

営
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
鉄
道
が
石
炭
輸
送
に
果
し
た
役
割
に

つ
い
て
は
し
ば

し
ば
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
逆
に
鉄
道
会
社
経
営
の
上
で
石
炭
輸
送
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
九
鉄
を
事
例
に
と

っ
て
石
炭
輸
送
の
鉄
道
経
営
に
与
え
た

影
響

に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
九
鉄
と
石
炭
輸
送
の
関
係
が
決
定

的
な
意
味
を
持

つ
の
は
筑
豊
鉄
道
会
社
等
と
合
併
す
る
明
治
三
〇
年
代

に
入

っ
て
か

ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
二
〇
年
代

に
於

て
も
九
鉄
経
営
と
石
炭
輸
送
の

関
係
は
徐
々
に
不
可
分
の
も
の
と
な
り

つ
つ
あ

っ
た
。
そ
れ
を
本
稿
は
具
体
的
に
明



第1表 九州鉄道会社略年表

明治19(1886)年6月

20(1887)年1月

2月

6月

21(1888)年6月

8月

9月

22(1889)年12月

23(1890)年5月

24(1891)年4月

26(1893)年9月

30(1897)年10月

31(1898)年3月

5月

12月

〃

32(1899)年7月

34(1901)年9月

35(1902)年2月

36(1903)年4月

40(1907)年7月

福岡県令安場保和が門司 ・熊本間鉄道民設の上申書を政府に提出。

福岡 ・熊本 ・佐賀3県 の創立委員総代より九州鉄道会社創立出願。(資本金750

万円)

長崎県有志が長崎 ・早岐 ・佐世保間の鉄道布設を出願。

九州鉄道会社に長崎県出願路線を併合。

九州鉄道会社免許状 ・特別保護命令書下附。

高橋新吉社長就任。(農商務省商務局長より)博 多に仮本店を置 く。

博多 ・久留米間建設開始。

博多 ・千歳川(久 留米)間 開業。

株券が日銀担保品 となる。

博多仮本店より門司本社に移転。

この頃金融逼迫のため一部株主より工事 ・株金募集中止の請求あり。またやは

りこの頃よ り経営悪化のため社長、重役の報酬、社員の給与 を減 じ、社員の削

減 に努め る。

建設費充当のため社債150万 円発行。

筑豊鉄道会社を合併、筑豊鉄道会社専務取締役仙石貢が九州鉄道会社副社長と

な る。(資 本 金3,000万 円)

船越鉄道予定線買収。

高橋社長辞任、仙石副社長が社長昇格。

伊万里鉄道会社買収。

伊万里線開業。

九鉄改革運動発生。

豊州鉄道会社合併。

唐津鉄道会社買収。

九州 ・山陽両鉄道合併運動発生。

国有化 さる。(資本金6,200万 円)

(出典)『 鉄道院文書』九州鉄道 会社の部、及 び九州鉄道株式 会社 各回 『報告」 により作成。
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ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
こ
で
九
鉄

の
創
立
か
ら
消
滅
ま
で
の
概
略

を
示
す
と
、
第
1
表
に
も
見
る
如
く

九
鉄
は
福
岡
、
熊
本
、
佐
賀
三
県
有
志
に
よ

っ
て
出
願
さ
れ
、
後
に
長
崎
が
そ
れ
に

加

っ
て
、
明
治
二

一

二

八
八
八
)
年
六
月

に
設
立
認
可
を
受
け
発
足
し
た
。
そ
の

後
同
年
八
月
の
発
起
人
総
会

に
於
て

「官
選
」
の
前
農
商
務
省
商
務
局
長
高
橋
新
吉

が
社
長
に
選
出
さ
れ
た
。
予
定
路
線
は
、

一
線
は
門
司
よ
り
福
岡
、
久
留
米
、
熊
本

を
経
て
三
角
ま
で
、

一
線
は
そ
れ
よ
り
宇
土

に
於
て
分
岐
し
て
八
代
ま
で
、

一
線
は

そ
れ
よ
り
田
代
に
於
て
分
岐
し
て
佐
賀
、
有
田
を
経

て
長
崎
ま
で
、

一
線
は
小
倉
よ

よ
り
分
岐
し
て
行
事
(行
橋
)ま
で
、
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
後
第
1
表
に
も
見
る
如

く
明
治
三
〇
年

一
〇
月

に
筑
豊
鉄
道
会
社
と
合

併
、
そ
の
後
も
三

一

二

八
九
八
)

年
に
は
伊
万
里
鉄
道
を
、
三
四

二

九
〇

こ

年
に
は
豊
州
鉄
道
を
、
三
五

二

九

〇
二
)
年
に
は
唐
津
鉄
道
を
買
収
、
合
併
し
た
後
、
明
治
四
〇

二

九
〇
七
)
年
七

月
に
国
有
化
さ
れ
国
鉄
の

一
部
と
な

っ
た
。
以
上
が
九
鉄
の
概
略
で
あ
る
。

本
稿
で
は
九
鉄
の
明
治
二
〇
年
代
経
営
を

四

つ
の
時
期
に
区
分
し
、
二
〇
年
代
初

頭
の
第

一
次
企
業
ブ
ー
ム
の
中
で
設
立
さ
れ
た
九
鉄
が
、
明
治
二
一二

二

八
九
〇
)

年
恐
慌
や
日
清
戦
争
、
日
清
戦
後

の
第
二
次

企
業
ブ
ー
ム
を
経
て
ど
の
よ
う
な
経
営

を
展
開
し
て
い
っ
た
か
を
各
期
ご
と

に
解
明
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
猶
、
本
稿
の

分
析
に
於
て
は
九
鉄
の
営
業
報
告
書
を
主
要

な
資
料
と
し
て
用

い
、
分
析
の
対
象
を

資
金
調
達
、
株
主
構
成
、
営
業
状
況
の
三

つ
に
限
定
し
た
。
こ
の
た
め
路
線
、
車
両

及
び
そ
の
運
行
状
況
、
労
働
組
織
、
資
本
構

成
等
に
つ
い
て
の
本
格
的
分
析
を
欠
く

も
の
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
諸
点
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
て
分
析
す
る
こ
と
と

し
た

い
。

明
治
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
は
鉄
道
会
社
資
本
だ
け
で

全
鉱
工
業
会
社
資
本
の
総
額
を
上
回
っ
て
い
た

(大
石
喜

一
郎
編

『日

本
産
業
革
命
の
研
究
』
上
巻
四
六
頁

東
大
出
版

昭
和
五
〇
年
)。

明
治
期
鉄
道
会
社
の
個
別
経
営
分
析
と
し
て
は
石
井
常
雄

「両
毛
鉄

道
会
社
に
お
け
る
株
主
と
そ
の
系
譜
」
(『明
治
大
学
商
学
論
集
』
四

一
巻

九

・
一
〇
号

昭
和
三
三
年
)、
同
「両
毛
鉄
道
会
社
の
経
営
史
的
研
究
」

(
『明
治
大
学
商
学
研
究
所
年
報
』
四
号

昭
和
三
四
年
)、
星
野
誉
夫

「日
本
鉄
道
会
社
と
第
十
五
国
立
銀
行
」の
、
口
、白
(『武
蔵
大
学
論
集
』

一
七
巻
二
-
六
号

昭
和
四
五
年
、
同

一
九
巻

一
号

昭
和
四
六
年
、

同

一
九
巻
五

・
六
号

昭
和
四
七
年
)、
宇
田
正

「官
営
釜
石
鉱
山
鉄
道

資
材
の
払
下
げ
と
阪
堺
鉄
道
の
成
立
」

(『追
手
門
経
済
論
集
』
一
巻
二

号

昭
和
四
二
年
)、桜
井
徹

「
日
本
鉄
道
株
式
会
社
の
資
本
蓄
積
条
件

と
国
有
化
問
題
」
②
、㈲
(
『大
阪
市
大
論
集
』二
五
号

昭
和
五

一
年
、
同

二
六
号

昭
和
五
二
年
)、同

「山
陽
鉄
道
株
式
会
社
の
資
本
蓄
積
条
件

と
国
有
化
問
題
」
(『商
学
集
志
』四
九
巻
三
号

昭
和
五
五
年
)、
今
城

光
英
「阪
堺
鉄
道
会
社
の
設
備
金
融
」
(『経
営
史
学
』
一
三
巻
二
号

昭

和
五
四
年
)、同
「甲
武
鉄
道
の
成
立
と
展
開
」ω
、
㈲
(『経
済
論
集
』
三

一
号

昭
和
五
六
年
、同
三
六
号

昭
和
五
七
年
)、
山
田
秀

「明
治
中

期
、
産
業
鉄
道
会
社
経
営
の

一
分
析
」
(
『福
岡
大
学
大
学
院
論
集
』

一

一
巻

一
号

昭
和
五
四
年
)、
老
川
慶
喜

「わ
が
国
に
お
け
る
全
国
的

鉄
道
体
系
形
成
過
程
の
特
質
」
(『社
会
経
済
史
学
』
四
三
巻
六
号

昭

和
五
二
年
)、同
「明
治
中
期
銚
子
港
に
お
け
る
鉄
道
建
設
」
(
『経
営
史
学
』

一
五
巻
二
号

昭
和
五
五
年
)、
武
知
京
三
「西
成
鉄
道
の
成
立
と
展
開
」

(『大
阪
の
歴
史
』七
号

昭
和
五
七
年
)、市
原
博
「第
一
次
大
戦
に
至
る
北

炭
経
営
」
(二

橋
論
叢
』
九
〇
巻
三
号
、
昭
和
五
八
年
)
そ
の
他
が
あ

り
、
他
に
鉄
道
会
社
金
融
全
般
に
関
す
る
も
の
と
し
て
野
田
正
穂

『日

本
証
券
市
場
成
立
史
』
(有
斐
閣

昭
和
五
五
年
)
等
が
あ
る



日
本
鉄
道
会
社
、
九
州
鉄
道
会
社
、
山
陽
鉄
道
会
社
、関
西
鉄
道
会
社

北
海
道
炭
礦
鉄
道
会
社
の
五
社
を
指
す
。

日
本
鉄
道
会
社
、
山
陽
鉄
道
会
社
、
北
海
道
炭
礦
鉄
道
に
つ
い
て
は

星
野
、
桜
井
、
市
原
前
掲
論
文
が
あ
る
。

明
治
三
八
年
度

『鉄
道
局
年
報
』
(『明
治
期
鉄
道
資
料
』

一
集

一

〇
巻

日
本
経
済
評
論
社

昭
和
五
五
年
)
に
よ
れ
ば
鉄
道
国
有
化
直

前
の
明
治
三
八

二

九
〇
五
)
年
時
点
で
九
州
鉄
道
会
社

(資
本
金
六

二
〇
〇
万
円
)
は
資
本
額
で
日
本
鉄
道
会
社

(資
本
金
六
六
〇
〇
万
円
)

円
)
に
次
い
で
い
た
。

明
治
二
六
年
前
は
九
州
鉄
道
会
社
を
正
式
名
称
と
し
て
い
た
が
、
二

六
年
以
降
は
正
式
名
称
を
九
州
鉄
道
株
式
会
社
と
改
称
し
て
い
る
。

明
治
二
七

(
一
八
九
四
)
年
前
は
筑
豊
興
業
鉄
道
会
社
と
称
し
て
い

た
が
二
七
年
以
降
は
筑
豊
鉄
道
株
式
会
社
と
改
称
し
て
い
る
。
周
知
の

如
く
同
鉄
道
は
筑
豊
の
石
炭
輸
送
の
中
核
と
な
っ
て
い
た
。
同
鉄
道
に

つ
い
て
は
前
掲
山
田
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

九
州
鉄
道
と
三
菱
の
関
係
に
つ
い
て
は
島
恭
彦

『日
本
資
本
主
義
と

国
有
鉄
道
』

(日
本
評
論
社

昭
和
二
五
年
)

一
一
四
ー

一
一
五
頁
、

中
西
健

一
『日
本
私
有
鉄
道
史
研
究
』

(日
本
評
論
新
社

昭
和
三
八

年
)
六
九
-
八
三
頁
、

一
二
〇
頁
等
を
参
照
さ
れ
た
い

九
州
鉄
道
会
社
設
立
以
前

の
経
緯
に
つ
い
て
は
秀
村
選
三

「明
治

一

〇
年
代
に
お
け
る
九
州
鉄
道
会
社
の
胎
動
」

(西
南
地
域
史
研
究
会
編

『西
南
地
域
史
研
究
』
第

一
集

文
献
出
版

昭
和
五
二
年
)
等
を
参

照
さ
れ
た
い
。

「九
州
鉄
道
会
社
設
立
免
許
状
」
(鉄
道
省

『鉄
道
院
文
書
』
九
州
鉄

道
会
社

一
)。

「
発
起
人
総
会
」
(
『福
陵
新
報
』
明
治
二

一
年
八
月
二
四
日
)。

前
掲

「九
州
鉄
道
会
社
設
立
免
許
状
」
。

二
、
創
立
初
期
に
お
け
る
経
営

こ
の
節
で
は
創
立

か
ら
営
業
開
始
後

一
応
の
発
展
を

示
し
た
明
治
二
三

(
一
八
九

〇
)
年

に
至
る
時
期
、
特

に
営
業
開
始
後
の
明
治

二
二

(
一
八
八
九
)
年
度
下
期

か

ら
二
一二
年
度
下
期
に
至
る
三
営
業
期
間
を
主
な
考
察
の
対
象
と
す
る
。

O

資
金
調
達
と
株
主
構
成

(
a
)

資
金

調
達

ま
ず
こ
の
時
期

に
於
け
る
資
金
調
達
の
状
況
を
見
る
と
、
九
鉄
は
予
定
資
本
金
総

額
を

一
一
〇
〇
万
円
と
し
て
い
た
が
、
「本
会
社
ノ
株
式

ハ
一
株
五
拾
円
ト
シ
其
総

数
ヲ
弐
拾
弐
万
株
ト
ス
但
当
初
拾
五
万
株

ヲ
募
集
シ
其
余

ハ
追
テ
之
ヲ
募
集
ス
可

シ
」
と

い
う
定
款
の
規
定
に
従

い
七
五
〇
万
円
二

五
万
株
)
の
資
本
金
で
発
足
し
た
。

ま
た
九
鉄

に
対
し
て
は
政
府
よ
り
特
別
保
護
金
が
下
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
当
初

は
営
業
開
始
に
至
る
ま
で
払
込
株
金
に
対
し
年
四
%
の
割
合
で
下
付
さ
れ
る
予
定
で

あ

っ
た
が
、
会
社
側
の
要
請
に
よ
り
後
に
路
線
工
区
完
工
ご
と
に
路
線

一
哩
に
付
二

千
円
の
割
合
で
下
付
さ
れ
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
こ
で
創
立
時
に
於
け
る
株
金
募
集
の
状
況
を
見
る
と
、
資
本
金
七
五
〇
万
円

(

一
五
万
株
)
は
発
起
株

一
〇
万
四
九
〇

一
株
と
発
起
賛
成
株
四
万
五
〇
九
九
株
か
ら

成

っ
て
お
り
、
分
割
払
込
み
制
に
よ
る
こ
の

一
五
万
株
に
対
す
る
第

一
回
株
金
募
集

二

株
に
付
五
円
)
が
、
発
起
株
は
一
二

二

八
八
八
)
年
八
月
末
日
、
賛
成
株
は

同
年

一
一
月
末
日
を
払
込
み
期
限
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。
こ
の
株
金
募
集

に
於

け
る

期
日
内
払
込
み
は
発
起
株
が
四
五

・
六
%
、
賛
成
株
が
二
五

・
一
%
に
止

っ
て
お
り

完
納
は
翌
二
二
年
七
月
ま
で
か
か

っ
て
い
る
。
続

い
て
第
二
回
株
金
募
集

二

株

に
付
五
円
)
が
二
二
年
三
月
を
期
限
と
し
て
実
施

さ
れ
た
が
期
日
内
払
込
み
は

三

・
六
%
と
低
率
で
あ

っ
た
。
こ
の
頃
の
九
鉄
株
価
は

一
〇
円
払

込
み
株
に
対
し

一
時

は
二
〇
円
以
上
の
値
が
付

い
た
が
そ
の
後
低
落
し
て

一
一
円
～

一
二
円
に
至

っ
て
い

る
。
そ
の
後

二
二
年
内
に

一
回

(
一
株

に
付

一
〇
円

)、翌
二
一二
年
内

に
二
回

(各

一

株
に
付
五
円
)
の
株
金
募
集
が
行
な
わ
れ
、
各
々
期
日
内

に
七
〇
%
以
上
の
払
込
み

が
な
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
二
一二
年
に
至
る
と
三
〇
円
払
込
み
株
の
平
均
株
価
が
二
六



第2表 九州鉄道会社主要勘定表

営業期

項 目

明治22年 度下期

23上

下

24上

下
25上

下

26 ヒ

下

27 L

下

28上

下
29 L

下

営業期

項目

明治22年 度F期

23上

下

24上

下
25 一上

下

26上

下

27上

下

28上

下
29上

下

平均営
業路線
哩数(A)

22哩

23

49

116

137

137

137

137

137

138

142

175

179

179

190

営業利
益(H)

18

28

49

107

115

110

116

152

170

210

274

331

355

410

497

資本金

7,500

7,500

7,500

7,500

7,500

7,500

7,500

7,500

7,500

7。500

11,000

11,000

16,500

16,500

16,500

営業外
収入(1)

32

18

11

18

6

8

2

2

18

17

5

14

建設費

1,254

2,490

3,506

5,329

5,468

5,778

5,854

6,012

6,289

6,624

7,476

7,957

8,252

8,869

10,058

営業外
費用①

0

0

0

0

0

1

1

1

0

0

38

38

38

38

38

払込 資
本 金(B)

2,991

3,734

5,036

5,502

5,665

5,700

5,700

5,700

5,700

5,700

6,481

7,059

8,422

9,493

9,742

補助金

47

62

78

39

2

0

0

0

0

0

0

84

0

0

25

積立金
(C)

0

0

1

3

3

3

3

3

12

20

32

45

61

77

96

当期純
利 益(K)

97

107

139

164

123

117

117

153

179

227

241

392

317

372

484

社債
(D)

0

0

0

0

0

0

0

0

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

前期越
高(L)

0

0

0

0

0

0

0

0

5

12

21

16

18

25

4

借入金
(E)

◎

0

0

0

277

225

312

368

0

0

0

0

0

0

0

営 業 収 入(F)

乗客賃金

21

36

68

158

170

167

159

189

189

221

268

354

364

414

467

貨物賃金

6

10

12

24

40

39

55

48

68

83

118

127

154

178

255

利 益 処 分

賞与金

0

0

0

0

0

0

0

0

5

6

10

13

14

14

17

積立金

0

1

2

0

0

0

0

8

9

12

13

16

16

19

25

配当金(M)

97

106

137

164

123

117

117

146

158

200

224

277

364

361

438

手・小荷物

0

1

1

2

4

4

5

7

7

7

8

10

10

11

12

営 業
係 数

33%

40

40

42

47

48

48

38

36

34

33

34

35

36

36

雑収入

0

0

0

1

2

2

2

1

3

8

13

11

22

36

41

経常収
支比率

633%

388

284

261

221

214

212

264

279

311

241

248

236

240

246

計

27

47

82

185

215

211

220

245

266

318

406

502

550

639

774

払込資本
利 益 率

8,6%

6.4

6.3

6.2

4.4

4.1

4.1

5.4

6.3

7.0

7.9

11.5

8.2

8.3

10.1

営 業 費 ⑥

保存費

0

5

7

28

34

32

30

26

27

28

32

48

55

71

81

配当率

8。6%

6.3

6.2

6。2

4.4

4.1

4.1

5.1

5.5

7.0

7.4

8.2

9.4

8.1

9.1

汽車費

2

4

6

13

24

26

34

29

30

39

53

58

73

84

109

1哩 当営業

収入(F/A)

1.2

2.0

1.7

1。6

1.6

1.5

1.6

1.8

1.9

2.3

2.9

2.9

3.1

3.6

4。3

運輸費

6

8

ユ5

23

26

27

25

27

28

31

37

45

50

55

68

1哩当営業

費(G/A)

0.4

0.8

0.7

0.7

O.7

O.7

O.8

0.7

0,7

0.8

1,2

1.2

1.3

1,5

1。8

総係費

2

2

4

14

17

17

14

10

10

11

11

20

18

18

19

1哩 当営業

利益(H/A)

0.8

1.2

1.0

0.9

0.8

0.8

O.8

1.1

1。2

1.5

1,7

1.7

1.8

2.1

2.6

計

9

19

33

78

100

101

104

92

96

108

132

170

195

229

277

自己資
本比率

100%

100

100

100

95

96

95

94

79

79

81

83

85

86

87

(註)(1)金 額の単位は千円、数値は次位以下を四捨五入、また省略 した項目があるため各勘定の集計は必ずしも一致せず。

②営業外収人は原資料では営業外の雑収入とされ、28年度下期より勘定項 目より消滅 している。営業外費用 は社債及び借入金の利子で原資料では営業費中の総係費に計上 されているが調整 した。

⑨建設費とは興業費(路 線建設費、車両費、器械場費)を 指す。

(4)欝1よ ・営業係縛 ・1・… 経常収支比率 ・鴉 ・1・… 払込資本利益率 … 払込資本平均額 ・・・… 配当率 ・M÷払込資本平均額 ・・・・… 己資本比率(
B器 橿 ‡如 τ ・1・・)

(5俵 中の計算値の算出には原数値を用いたため、次位以下 を四捨五入 してある表中の数値 を用いての計算値とは必ずしも一致せず。

(出典)九 州鉄道株式会社各回 『報告』 より作成。



第3表 九州鉄道会社株主地域別分布

明治21年3月

府県名

東 京

福 岡

佐 賀

大 阪

熊 本

長 崎

京 都

その他共計

株数(%)

21,872(21)

19,993(19)

15,641(15)

12,006(12)

10,814(10)

4,650(4)

2,040(2)

104,901(100)

株主数

86

194

193

103

103

69

26

863

明治23年5月

府県名

東 京

大 阪

九 州

京 都

その他共計

株数(%)

52,525(35)

35,678(24)

33,610(22)

2,831(2)

150,000(100)

株主数

598

356

1,183

81

2,566

明治27年 上期

府県名

東 京

大 阪

熊 本

福 岡

佐 賀

兵 庫

長 崎

その他共計

株数(%)

62,097(41)

37,719(25)

11,490(8)

6,543(4)

3,574(2)

2,853(2)

2,716(2)

150,000(100)

株主数

355

362

395

214

136

29

82

1,933

明治28年 度上期

府県名

東 京

大 阪

熊 本

福 岡

三 重

佐 賀

長 崎

その他共計

株数(%)

80,835(37)

63,165(29)

17,058(8)

10,778(5)

7,777(4)

4,118(2)

3,842(2)

220,000(100)

株主数

380

402

431

237

8

130

82

2,093

明治29年 度下期

府県名

東 京

大 阪

熊 本

福 岡

山 梨

長 崎

佐 賀

その他共計

株数(%) 株主数

135,122(41) 595

58,684(]8) 432

43,425(13) 732

15,312(5) 303

9,279(3) 27

7,515(2) 97

6,823(2) 141

330,000(100) 2,900

(註)(1)()内 は 全体 百分比 を示 す。

(2)明 治21年3月 は発起 人持株 のみの集 計を示す 。

(出典)明 治21年3月 は 『鉄道院 文書』 中の 「九州鉄道 発起 人名及株数」,明 治23年5月 は 『福岡 日々新聞』(明治23年5月24日 付),そ の他は九州鉄道株式 会社各回 「報告』中の 「株 主表」

による。

第4表 九州鉄道会社大株主 、

明治21(1883)年3月

大 倉 喜八郎(東 京)

磯 林 治 三郎(福 岡)

斉 藤 美知彦(〃)

清 水 可 正(〃)

季公 田 禾ロヒ良β(ク)

小 河 久四郎(〃)

田 中 清 輔(佐 賀)

細 川 護 久(熊 本)

捧 ヒ 保次郎(大 阪)

有 馬 頼 万(東 京)

6,000株

2β00

2,180

2,150

1,930

1,030

1,000

1,000

1,000

1,000

総株 数15万 株

明治27(1894)年 度上期

岩 崎 久 弥(東 京)

三 井 銀 行(〃)

共 立 合 資(大 阪)

井 上 保次郎(〃)

足 立 孫 六(静 岡)

島 徳次郎(大 阪)

田 中 新 七(神奈川)

住 友吉左衛門(大 阪)

雨 宮 広 光(山 梨)

田 中 市兵衛(大 阪)

20,643株

6,550

3,015

2,000

1,760

1,550

1,520

1,450

1,450

1,315

総株数15万 株

明治28(1895)年 度上期

岩 崎 久 弥(東 京)

三 井 銀 行(ク)

諸 戸 清 六(三 重)

藤 田 組(大 阪)

島 徳次郎(〃)

共 立 合 資(〃)

井 上 保次郎(〃)

住 友吉左衛門(〃)

田 中 新 七(神 奈川)

足 立 孫 六(静 岡)

23,206株

12,348

7,120

5,070

3,545

2,730

2,470

2,050

1,849

1,760

系惹ネ朱数22万 ネ朱

明治29(1896)年 度 下期

岩 崎 久 弥(東 京)

三 井 銀 行(〃)

足 立 銀 行(静 岡)

亀 田 介治郎(東 京)

上 羽 勝 衛(熊 本)

藤 田 組(大 阪)

根 津 嘉 一郎(東 京)

住 友吉左衛門(大 阪)

山 崎 隆 篤(鹿児島)

井 上 保次郎(大 阪)

33,634株

21,039

5,341

4,940

4,860

4,350

4,109

3,005

3,000

2,960

総株数33万株

(出典)九 州鉄道株式会社各期 「株主 氏名表」 による。但 し、明治21年3月 時の ものは 『鉄道院 文 書』 中の 「九州鉄道発 起人名及株数」 による。



(
10
)

円
に
留
ま

っ
て
お
り
、
資
金
調
達
は
困
難
さ
を
増
し
て
い
た
。

し
か
し
、
第
2
表

に
見
る
如
く
二
二
年
度
下
期
か
ら
;

二
年
度
下
期
に
か
け
て
は

建
設
費
の
急
速
な
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
払

込
み
資
本
金
が
建
設
費
を
大
き
く
上
回

っ
て
お
り
、

こ
の
た
め
自
己
資
本
比
率
も

一
〇
〇
%
を
保

っ
て
い
た
。

ま
た
二
一二
年
五
月
に
は
九
鉄
株
が
日
銀
担
保
品
に
編
入
さ
れ
て
い
た
。

(b
)

株
主
構
成

こ
こ
で
創
立
初
期
に
於
け
る
株
主
構
成
を

見
て
お
く
と
、
先
に
見
た
発
起
株

一
〇

万
四
九
〇

一
株
は
八
六
三
名

の
発
起
人
に
分
割
さ
れ
、
こ
れ
ら
発
起
人
は

一
人
五
〇

(
12

)

株
以
上
を
引
き
受
け
て
い
た
。
発
起
人
持
株

の
地
域
別
構
成
は
第
3
表
に
見
る
如
く
、

東
京
二

一
%
、
福
岡

一
九
%
、
佐
賀

一
五
%
、
大
阪

一
二
%
、
熊
本

一
〇
%
、
長
崎

四
%
等
か
ら
成

っ
て
お
り
、
九
州
の
発
起
四
県
の
株
主
で
発
起
株
総
数
の
四
八
%
、

発
起
株
主
数

の
七
三
%
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
発
起
株
主
中

の

一
〇
位
内
大
株
主
は

第
4
表
に
見
る
如
く
、
筆
頭
株
主
で
六
〇
〇
〇
株
所
有
の
東
京
の
大
倉
喜
八
郎
、
第

九
位
株
主
で
大
阪
の
金
融
業
者
井
上
保
次
郎
、
第

一
〇
位
株
主
で
東
京
在
住
の
旧
久

留
米
藩
主
有
馬
頼
万
の
三
名
を
除
く
と
、
他

は
九
州
の
発
起
四
県
の
株
主
か
ら
な

っ

て
い
た
。

し
か
し
そ
の
後
地
元
資
本

の
割
合

は
急
速

に
低
下
ー
、第
3
表
に
見
る
如
く
明
治
二

三
年
五
月
時
点
で
は
九
州
全
県
株
主
の
所
有
株
合
計
で
も
総
株
数

の
二
二
%
に
過
ぎ

な
く
な

っ
て
お
り
、
創
立
後
二
年

で
半
数
以
下

に
激
減
し
て
い
る
。
そ
れ
に
替

っ
て

総
株
数

の
三
五
%
を
東
京
在
住

の
株
主
が
、

ま
た
二
四
%
を
大
阪

の
株
主
が
占
め
、

両
者
を
合
わ
せ
る
と
総
株
数
の
五
九
%
を
占

め
る
に
至

っ
て
い
た
。

口

営
業
状
況

次

に
こ
の
時
期

の
営
業
状
況
を
第
2
表
及

び
第

1
～
5
図
に
よ

っ
て
見
る
と
、

二
二
年
度
下
期
に
開
業
し
て
以
来
;

二
年
度
下
期
に
至
る
ま
で
収
入
の
増
加
も
比
較

的
順
調
で
、
そ
れ
に
つ
れ
て
当
期
純
利
益
も
増
加
し
、
配
当
率
も
八
%
～
六
%
を
保

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
比
較
的
順
調
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
時
期
の
営
業
状

況
で
あ
る
が
、
以
下
主

に
第
2
表
に
よ

っ
て
各
営
業
期
ご
と
の
詳
細
な
分
析
に
入
る
。

ま
ず
二
二
年
度
下
期
の
営
業
状
況
を
見
る
と
、
二
二
年
度
下
期

(
二
二
年
七
月
～

二
一二
年
三
月
)
中
の
二
二
年

一
二
月

一
一
日
よ
り
博
多

・
千
歳
川

(久
留
米
)
間
で

運
輸
営
業
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
二
二
年
度
下
期
に
於
け
る
実
際
の
営
業

期
間
は
四
ヵ
月
弱
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
営
業
収
入
も
二
万
七
千
円
に
止

っ

て
い
る
が
、

一
方
営
業
費
も
九
千
円
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
結
果
営
業
係
数
も
三
三
%
と

低

い
値
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
営
業
収
入
を
上
回
る
営
業
外
雑
収
入
三
万
二
千
円
が

(
13
)

あ

っ
た
た
め
、
収
支
比
率
は
六
三
三
に
も
達
し
て
い
た
。
こ
れ
に
特
別
収
入
の
政
府

特
別
補
助
金
四
万
七
千
円
が

加
わ
っ
て
二
二
年
度
下
期
に
お
け
る
当
期
純
利
益
は
九

万
七
千
円
に
昇

っ
て
い
た
。
つ
ま
り
営
業
収
入
の
三

・
六
倍
も
の
当
期
純
利
益
が
発
生
す

る
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
あ

っ
た
。
こ
の
結
果
払
込
資
本
利
益
率
は
八

・
六
%
と
な

っ

て
い
た
。
ま
た
利
益
処
分
に
於
て
利
益
金
の
全
額
が
配
当
に
充
て
ら
れ
た
た
め
、
配

当
率
も
払
込
資
本
利
益
率
と
同
率
の
八

・
六
%
と
な

っ
た
。

こ
の
期
に
於
け
る
営
業
収
入
の
内
訳
を
見
る
と
、
乗
客
賃
金
収
入
が
二
万

一
千
円
、

貨
物
賃
金
収
入
が
六
千
円
と
な

っ
て
お
り
、
乗
客
収
入
が
貨
物
収
入
の
三

・
五
倍
に

達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
貨
物
輸
送
が

「旧
来

ノ
習
慣

ニ
ヨ
リ
海
運
二
托

ス
ル
モ
ノ
多

キ
」
状
況
に
あ

っ
た
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

続
く
二
三
年
度
上
期

(
二
三
年
四
月
～
九
月
)
に
至
る
と
、
営
業
路
線
哩
数

の
変

化
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
前
期
に
比
す
る
と
実
質
営
業
期
間
が
増
加
し
た
こ
と

も
あ

っ
て
、
営
業
収
入
は
前
期
比
七
〇
%
増
と
大
幅
な
増
収
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
営
業
費
も
前
期
比

一
〇
二
%
増
と
営
業
収
入
を
上
回
る
増
加
と
な

っ
た
た
め
、

営
業
係
数
は
前
期
よ
り
上
昇
し
て
四
〇
%
と
な

っ
た
。
ま
た
営
業
外
雑
収
入
も
前
期

比
四
五
%
減
で
あ

っ
た
た
め
、
収
支
比
率
は
前
期
の
六
三
三
か
ら
急
速
に
低
下
し
て

三
三
八
に
至

っ
て
い
る
。

一
方
政
府
特
別
補
助
金
は
前
述
の
如
く
建
設
工
区
完
工
ご

と
に
下
付
さ
れ
る
形
式
を
と

っ
て
い
た
た
め
、
工
区
完
工
に
至

っ
て

い
な

い
;

二
年

度
上
期
に
は
下
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
未
使
用
資
本
金

の
振
替
勘
定
と
い

(16

)

、
前
期
よ
り
多
額
で
、
や
は
り
営
業
収
入
を
上
回
る
六
万
二
千

う
特
殊
操
作
に
ょ
り

円
の
補
助
金

(先
取
り
)
収
入
を
得
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
二
一二
年
度
上
期
に
於
て
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第1図 九州鉄道営業収入及び営業費

第3図 九州鉄道経常収支比率

(出 典)第2表 より作成。

(出 典)第2表 より作成。

第4図 九州鉄道当期純利益

第2図 九州鉄道営業係数

(出 典)第2表 より作成,

第5図 九州鉄道払込資本利益率

(出 典)第2表 より作成。

(出 典)第2表 より作成。
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第5表 九州鉄道会社社員数

社員数

明治22年 度下期667名

23上i1,088

下 日,482

24上 日,2ユ8

1,119下

1,00025上

977下

90826上

96ユ下

1,05927上

1,179下

1,53928上

1,633下

1,93429上

2,176下

(出典)九 州鉄道株式会社各 回
『報 告』よ り作成。

 

は
、
営
業
係
数
の
上
昇
、
収
支
比
率
の
低
下

は
あ

っ
た
も
の
の
、
営
業
利
益
絶
対
額

の
増
加
、
ま
た
補
助
金
収
入
の
増
加
等
に
よ

っ
て
当
期
純
利
益
は
前
期
比

一
〇
%
増

と
な

っ
て
い
た
が
、
他
方
払
込
み
資
本
の
増
加
も
あ

っ
た
た
め
払
込
資
本
利
益
率
は

六

・
四
%
に
低
下
し
た
。
ま
た
利
益
処
分
に
於
て
積
立
金

一
千
円
を
行

っ
た
た
め
、

実
際

の
配
当
率
は
六

・
三
%
に
留
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
期
に
お
け
る
営
業
収
入
の
内
訳
を
見

る
と
、
乗
客
収
入
が
前
期
比
七
四
%
増
、

貨
物
収
入
が
前
期
比
五
七
%
増
と
な

っ
て
お
り
、
前
期
に
増
し
て
乗
客
収
入
の
比
率

を
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
貨
物
輸
送
が

そ
れ
ほ
ど
の
増
加
を
見
せ
て
い
な

い
の

は
、

「筑
後
地
方

ヨ
リ
上
国

二
輸
出

ス
ル
米
殻

ノ
如
キ
久
留
米
ヨ
リ
鉄
路

二
頼
リ
博

多

二
出
シ
テ
之
ヲ
回
漕
ス
ル
ト
河
船
ヲ
以
テ
若
津
港

二
下
シ
汽
船

二
搭
載
シ
テ
運
搬

セ
シ
ム
ル
ト
其
賃
金

二
於
テ
敢

テ
軒
輕
ナ
キ

ヲ
以
テ
尚
未
タ
旧
来
ノ
慣
行
ト
種

々
ノ

事
情
ト

ニ
纏
綿
セ
ラ
レ
海
運

二
託
ス
ル
モ
ノ
多
キ

ニ
由
ル
者
ノ
如
シ
」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し

一
方
で
は

「博
多

二
於
テ
荷
主
組
ノ
結
成
成
リ
出
貨
甚

タ
多
ク
」

と
い
う
状
況
も
あ

っ
た
。

営
業
費

に
於
て
は
運
行

の
増
加

に
伴

い
運
転
費
用
を
中
心
と
す
る
汽
車
費
の
増
加

が
目
だ

っ
て
い
る
。

ま
た
第

5
表

に
見
る
如
く
前
期
に
六
六
七
名
で
あ

っ
た
社
員
数
が
六
三
%
も
増
加

し
て

一
〇
八
八
名
に
至

っ
て
い
る
が
、
こ
の
人
員
増

の
中
心
は
興
業
費

(建
設
費
)

負
担
部
分
の
多

い
建
築
課
の
三
三
七
名
の
増
員
で
あ

っ
た
た
め
、
営
業
費
の
増
加
に

は
そ
れ
ほ
ど
影
響
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

続

い
て
二
一二
年
度
下
期
に
至
る
と
、
博
多

・
黒
崎
間
の
営
業
開
始
に
よ
り
営
業
哩

数
が
倍
増
し
た
た
め
、
営
業
収
入
も
前
期
比
七
六
%
増
と
な

っ
た
が
、

一
方
営
業
費

も
前
期
比
八
五
%
増
と
営
業
収
入
を
上
回

っ
て
増
加
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
営
業
係

数
も
前
期
と
同
じ
四
〇
%
に
留
ま

っ
て
い
た
。

一
方
営
業
外
雑
収
入
は
前
期
よ
り
更

に
四
割
減
と
な

っ
た
が
、振
替
勘
定
に
よ
る
補
助
金
の
増
加
も
あ

つ
(㌍

当
期
純
利
益

は
前
期
比
三
〇
%
増
と
な

っ
た
。
猶
、

こ
の
期
に
於
て
初
め
て
営
業
収
入
が
僅
か
な

が
ら
政
府
補
助
金
収
入
を
上
回

っ
て
い
る
。
し
か
し

一
方
で
払
込
み
資
本
の
増
加
も

あ

っ
た
た
め
払
込
資
本
利
益
率
は
前
期
と
ほ
ぼ
同
じ
六

・
三
%

に
止

っ
て
い
た
。
ま

た
利
益
処
分
に
於

て
前
期
と
同
様
積
立
金
を
行

っ
た
た
め
、
実
際
の
配
当
率
は
六

・

二
%
と
な

っ
た
。

営
業
収
入
に
つ
い
て
見
る
と
、
前
期
比
大
幅
増

と
は
い
っ
て
も
路
線
哩
数
は
そ
れ

以
上
に
増
加
し
て
お
り
、

一
哩
当
営
業
収
入
は
第

2
表
に
見
る
如
く
前
期
の
二
千
円

か
ら

一
.
七
千
円
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
開
業
区
間
た
る

「赤
間
遠
賀
川
及

遠
賀
川
黒
崎
間
ノ
開
始
尚
ホ
浅

ク
且

ッ
小
倉
門
司

ヘ
ノ
交
通
ノ
便
未
タ
全
カ
ラ
ザ

ル

ニ
ヨ
リ
旅
客
貨
物
ノ
海
路
二
愚
リ
テ
移
動

ス
ル
モ
ノ
多
キ

ニ
因
レ
占

と

い
う
事
情

が
あ
っ
た
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。先
に
見
た
如
く
こ
の
海
運
優
位
の
状
況
は
当
然

貨
物
輸
送
に
於
て
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
期
に
於
け
る
運
輸
収
入
増
加
の
内
訳
を
見
て

も
、
乗
客
収
入
が
前
期
比
九
〇
%
増
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
貨
物
収
入
の
増
加
は

二
八
%
に
留
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、乗
客
収
入
と
貨
物
収
入
の
比
率
は
;

こ
年
度

下
期
に
於
け
る
三

.
四
対

一
か
ら
五

・
六
対

一
へ
と
そ
の
差
が
拡
大

し
て
き
て

い
る
。

つ
ま
り
開
業
以
降
こ
の
時
期
に
か
け
て
収
入
面
に
於

て
九
鉄
は
乗
客
輸
送
鉄
道
と
し

て
の
性
格
を
強
め
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

一
方
営
業
費
の
内
訳
を
見
る
と
、
運
輸
費
、
総
係
費

の
増
加
が
目
だ

つ
が
、
こ
れ

は
路
線
倍
増
に
伴
う
人
件
費
の
大
幅
増
加

に
よ
る
も
の
が
大
き
か

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
期
に
於
け
る
前
期
に
引
き
続
く
三
九
四
名

に
及
ぶ
社
員
の
大
増
員
の
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中
心
は
前
期
同
様
興
業
費

(建
設
費
)
負
担

比
率
の
高

い
建
築
課
の
三
〇

一
名

の
増

員
で
あ

っ
た
。
こ
の
増
員

の
結
果
第
5
表

に
見
る
如
く
社
員
数
は
前
期
比
三
六
%
増

の

一
四
八
二
名
と
な

っ
て
い
る
。

∋
小
括

ー

ノ
十了

こ
の
節
に
於
け
る
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
総
合
す
る
と
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。
明
治
二
二
年
度
下
期
に
於
け
る
営
業
開
始
か
ら
二
一二
年
度
下
期
に
か
け
て
こ
の

時
期
、
明
治
二
〇
年

に
始
ま
る
企
業
勃
興
ブ
ー
ム
の
頂
点
が
既
に
過
ぎ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
当
初

か
ら
期
限
内
の
株
金
募
集
に
困
難
さ
を
有
し
な
が
ら
も
、

一
応
自
己

資
本

に
よ

っ
て
資
金
調
達
を
完
結
し
得
て
い
た
。
し
か
し
分
割
払
込
制
の
も
と
で
の

第6図 九州鉄道乗客及貨物収入

(出 典)九 州鉄道株式会社各回r報 告』より作成。

株
金

の
追
加
募
集
を
可
能
と
す

る
た
め
、
政
府
補
助
金
の
前
倒
し
や
経
費
の
極
度
の

節
減
等

の
方
法
を
と

っ
て
ま
で
実
際
の
収
益
以
上
の

「高
配
当
」
政
策
を
と
ら
ざ
る

を
得
な
か

っ
た
。
ま
た
創
立
時

に
於
け
る
自
己
資
本

の
半
数
近
く
は
地
元
資
本
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
多
分
に
名
目
的
な
色
合

い
も
強
く
、
二
年
余

で
地
本
資
本
の
過
半
は
そ
の
持
株
を
喪
失
し
東
京
、
大
阪
の
資
本
が
持
株
の
過
半
を

占
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
九
鉄
は
、
資
金
的

に
は
中
央
の
金
融
市
場
に
、

営
業
的
に
は
地
域
市
場
に
、
と
各

々
異

っ
た
立
脚
基
盤
を
持

つ
こ
と
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
営
業
面
で
は
第
1
図
に
見
る
如
く
比
較
的
順
調
な
収
支
状
況
を
保

っ
て

は

い
た
が
、
当
初
か
ら
第
5
図
に
見
る
よ
う
な
八
～
六
%

の
払

込
資
本
利
益
率
を
あ

げ
得
た
の
は
、
営
業
収
入
を
上
回
る
政
府
補
助
金
や
未
使
用
資
本
金
の
運
用
収
入
の

存
在

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
営
業
収
支
を
見
て
も
第
2
図
に
見
る
如

く
路
線
延
長
ご
と

に
営
業
係
数

は
上
昇
傾
向

に
あ

っ
た
こ
と
も
見
逃
し
得
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
時
期
の
営
業
収
入
は
第

6
図
に
見
る
如
く
乗
客
収
入
が
中
心
で
あ
り
、

そ
れ
も

一
部
人
口
稠
密
地
域
以
外
で
の
利
用
が
振
わ
な
か

っ
た
こ
と
が

こ
の
原
因
に

な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
営
業
収
入
中
の
乗
客
収
入
の
比
率
は
時

期
を
追
う
ご
と
に
上
昇
の
傾
向
に
あ

っ
た
。

こ
れ
は
貨
物
輸
送

に
於

て
鉄
道
が
運
賃
、

利
便
そ
の
他
の
点
で
今
だ
水
運
輸
送

の
優
位
を
打
ち
崩
す
に
至

っ
て
い
な
か

っ
た
た

め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
時
期
の
九
鉄

の
経
営
は

一
定

の
進
展
は
見
せ
て
い
た
も
の
の
、

そ

の
基
底

で
は
資
金
調
達
、
営
業
の
両
面
に
於
て
種
々
の
問
題
点
を
孕
ん
で

い
た
と

い
え
よ
う
。
註

(1
)

「九
州
鉄
道
会
社
定
款
」
第
五
条

(鉄
道
省

『鉄
道
院
文
書
』
九
州

鉄

道
会

社

一
)
。

「
九
州
鉄

道
会

社

へ
指
令

」

(
前
掲

『鉄

道
院

文
書

』
)
。

「九

州
鉄

道
会

社
特

別
保
護

金

二
関

ス
ル
命

令
書

」

(
前
掲

『
鉄

道
院

文

書
』
)
。
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「
公
文
類

聚
」

第

↓
一
編

第

三

八
巻

。

「
九
州
鉄

道

株
式

会

社

調
査
報

告
書

」

一

一
頁

(

『九

州
鉄
道

株

式

会
社

重
役
会

録

』
)
。

同
右

。

同
右

。

『
福
岡

日

々
新
聞

』
明

治

二
三
年

一
月

～
八
月

の
株
式

欄

に
よ

る
。

前

掲

「
九

州
鉄
道

株
式

会
社

調
査
報

告
書

」

一

一
頁
。

東
京

株
式

取
引

所
編

『
東
京

株
式

取
引
所

史
』

(
経
済

新
聞

社
、
大

正

五
年

)
統

計

八

一
頁

。

九

州
鉄

道
会

社

『
第
四

回
報

告
』
附

録

五
頁
。

「
九

州
鉄
道

発
起

人
名

及
株

数
」

(前
掲

『
鉄
道

院

文
書

』
)
。

こ

の
営
業

外

雑

収
入

に

つ
い
て

は
勘

定
表

に
説

明
が

な

い
た

め
そ

の

性
格

が
判

然

と
し

な

い
が

、

そ
の
増
減

が

九
鉄

所
有

の
預
金

及
公

債
高

の
増
減

に
従

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

見

て
、

未
使

用
資
本
金

の
運
用
利

益

で

は
な

い
か
と
推

定

さ

れ

る
。

猶

、

こ
の
雑

収

入
と

い
う
勘
定

項
目

は

二
八
年

度

下
期

以
降

勘
定

表

よ
り
消
滅

し

て

い
る
。

九

州
鉄

道
会

社

『
第

三
回

報
告
』

附
録

一
〇
頁

。

九

鉄

の
各
年

度

の
営
業

期

は

二
三
年
度

上
期
以

降

、
上
期

は
四

月

か

ら
九

月

ま

で
、

下

期
は
十

月

か
ら

翌
年

三
月
ま

で
と

な

っ
て

い
る
。

九

州
鉄

道
会

社

『
第

四
回
報

告
』

附
録

五
頁

、
猶

こ

の
振

替

は

こ
の

期
以

前

に
も

行
な

わ
れ

て

い
る
。

同

右

、
附
録

九
頁

。

同

右

、
附
録

八
頁

。

「
営
業

費

内
訳
表

」

(同

右

、
六
-

七
頁

)
。

「
人
員
表

」

(
同
右

、
附

録

二
〇
頁

)
。

九

州
鉄

道
会

社

『
第

五
回
報

告
』

附
録

七
頁

。

同

右
、

附
録
九

頁
。

「
営

業
費
内

訳
表

」

(同

右

、
六
ー

七
頁

)
。

「
人
員

表
」

(同

右

、
附
録

二

六
頁

)
。

野

田
前
掲

書

、
七

一
頁
。

こ

の
時

期
九
鉄

が

極
度

の
経
費
節

減
等

に
よ

っ
て
配
当
を

多
額

に
し
、

そ

れ

に
よ

っ
て
株
価

を
上

昇

さ

せ
株

金

の
払

込

み
を
催

そ

う
と

し

て

い

た
こ
と
が
、
当
時
九
鉄
の
取
締
役
で
あ
っ
た
今
村
清
之
助
の
伝
記
で
あ

る
足
立
栗
園

『今
村
清
之
助
君
事
歴
』

(明
治
三
九
年
)

一
七
七
-

一

七
八
頁
等
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
、
明
治

二
一二
年
恐
慌
下
の
経
営
危
機
か
ら
回
復

へ

こ
の
節
に
於
て
は
明
治
二
一二

(
一
八
九
〇
)
年
恐
慌
の
余
波
等
に
よ
る
経
営
危
機

及
び
そ
れ
か
ら
の
回
復
の
過
程
に
あ
た
る
明
治
二
四

二

八
九

一
)
年
度
上
期
か
ら

二
六

(
一
八
九
三
)
年
度
下
期
の
六
営
業
期
間
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

日
資
金
調
達
と
株
主
構
成

(
a
)

資
金
調
達

ま
ず
こ
の
期
間
に
於
け
る
資
金
調
達
の
状
況
を
見
る
と
、
二
四
年
三
月
を
期
限
と

し
て
実
施
さ
れ
た
第
六
回
株
金
募
集

二

株
に
付
五
円
)
に
際
し
て
、
二
三

二

八

九
〇
)
年
恐
慌
の
余
波
に
よ
り

「世
上

一
般
金
融
必
迫

ノ
結
果
大

二
株
主

ヲ
当
惑
セ

シ
メ
遂

二
百
数
十
名
ノ
連
署
ヲ
以
テ
熊
本
及
佐
賀
迄
ノ
線
路
竣
工
シ
タ
ル
上

ハ
残

工
事

ヲ
見
合
セ
暫
ク
株
金
募
集
ヲ
中
止

セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
の
請
求
が
東
京
、
大
阪
の

株
主
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
会
社
側
も
余
儀
な
く
態
本
以
南
、
佐
賀

以
西
の
工
事
を
二
六
年
迄
見
合
わ
せ
る
と
共
に
、
以
後
の
株
金
募
集
に
つ
い
て
も
「第

七
回
払
込
ヲ
二
十
四
年
八
月
五
日
限

一
株

二
付
金
弐
円
宛
又
第
八
回
払
込
ヲ
同
年
十

一
月
三
十
日
限
り

一
株

二
付
金
壱
円
宛
募
集
ス
ル
事
ト
ナ
シ
夫
ヨ
リ
以
上
払
込
ヲ
催

サ

f
ル
事
ト
」
し
た
。

こ
の
株
主
に
よ
る
株
金
募
集
中
止
要
請
の
背
景

の

一
つ
に

は
、
九
鉄
の
株
価
が
前
年
来
払
込
み
金
額
を
下
回
り
、
こ
の
年
に
於
け
る
三
八
円
払

込
み
株
の
平
均
株
価
も
三
四
円

に
止

っ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ

っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。



以
上
の
決
定

に
よ
り
第
2
表
に
見
る
如
く
二
四
年
度
中
に
お
け
る
払
込
資
本
金
の

増
加
率
は
こ
れ
ま
で
よ
り
大
き
く
低
下
す
る
と
共
に
、
二
五
年
度
上
期
以
降
は
払
込

資
本
金
の
増
加
が
全
く
停
止
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し

↓
方
で
車
両
費
や
残
工

事
処
理
の
た
め
の
建
設
費

の
増
加
が
低
率
な
が
ら
あ

っ
た
た
め
、
二
五
年
度
上
期
以

降
は
建
設
費
が
払
込
資
本
金
を
上
回
る
こ
と

と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
資
金
不
足
に

対
処
す
る
た
め
二
四
年
度
下
期
以
降
二
六
年
度
上
期
に
至
る
ま
で
銀
行
か
ら
の
当
座

借
越

に
よ
る
借
入
金
が
発
生
し
て
い
る
。

以
上
の
経
緯
か
ら
二
六
年

に
至
る
と
路
線
延
長

の
件
が
再
び
問
題
と
な

っ
て
き
た
。

こ
の
た
め
高
橋
九
鉄
社
長
は
二
四
年
時
点
で
路
線
延
長
停
止
を
求
め
た
東
京
、
大
阪

の
大
株
主
と
協
議
の
末
、

「充
分
収
利
の
見

込
あ
り
と
認
む
る
線
路

ハ
今
後
順
次
延

長
の
計
画
を
立

つ
る
方
然
か
る
べ
し
」
と
の
同
意
を
得
た
。

こ
の
協
議

に
参
加
し
た
の
は
、
三
野
村
利
助
、
荘
田
平
五
郎
、
中
上
川
彦
次
郎
、
末

延
道
成
ら
の
三
菱
、
三
井

の
首
脳
の
他
、
亀
田
介
治
郎
、
小
野
金
六
ら
の
大
株
主
と

高
橋
社
長
、
取
締
役
兼
大
株
主
の
今
村
清
之
助
等
で
あ

っ
た
。

こ
の
延
長
工
事
に
要
す
る
資
金
を
、
未
払

い
の
株
金

(
こ
の
時
点
で

一
株
五
〇
円

中
三
八
円
が
払
込
済
で
あ

っ
た
)
の
募
集
に
よ

っ
て
賄
う
か
、
若
し
く
は
社
債
の
募

集
に
よ
る
か
が
次
の
問
題
と
な

っ
た
が
、
同
年
六
月
の

「常
議
員
会
に
於
て
東
京
大

阪
等
よ
り
出
席
し
た
る
常
議
員
の
発
起

に
て
社
債
百
五
十

一
万
円
を
募
集
し
該
費
に

充
て
ん
と
の
議
出
て
満
場

一
致
に
て
此
に
決

し
た
」
。
こ
の
常
議
員
会

(取
締
役
会
)

に
於
け
る
結
論
は
同
年
七
月
に
大
阪
に
於

て
開
か
れ
た
臨
時
株
主
総
会
に
於

て
正
式

に
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
決
議
の
大
要
は
左
の
如
く
で
あ

っ
た
。

一
、

(前
略
)
建
設
費
等

二
充
ツ
ル
為

メ
社
債
券
ヲ
発
行
シ

一
ヶ
年
百
分
ノ
五
ノ

利
子
ヲ
以
テ
金
百
五
拾
万
円
ノ
社
債

ヲ
募
集

ス
ヘ
シ

ニ
、
社
債

ノ
元
金

ハ
明
治
三
二
年

一
月
ヨ
リ
向
十
ヶ
年
以
内

二
株
金
ヲ
募
集
シ
便

宜
抽
籔

ヲ
以
テ
償
還
ス
ベ
シ

三
、
社
債
募
集
ノ
方
法

ハ
新
聞
紙
ヲ
以
テ
広
告
シ
応
募
価
格

ノ
申

込
ヲ
ナ
サ
シ

之
ヲ
募
集
ス
ベ
シ

(
マ

マ

)

四
、
応
募
額
需
要
山口同
二
起
過
ス
ル
ト
キ

ハ
応
募
価
格

ノ
高
キ
モ
ノ
ヨ
リ
順
次
債
権

者
ト
定

メ
需
要
高

二
満

ッ
ル
ニ
至

ッ
テ
止
ム
其
価
格
同
シ
キ
モ
ノ

ハ
申
込
高

二

割
合

減
少
ス

ヘ
シ

ち
な
み
に
二
六
年
に
入
る
と
九
鉄

の
株
価
も
あ
る
程
度
回
復
し
て
三
八
円
払
込
み

株
が
平
均
で
四

一
円

の
値
を

つ
け
て
い
た
。

ま
た
こ
の
路
線
延
長
に
関
し
て
、
熊
本

・
三
角
間
に
つ
い
て
は
、
三
角
港
を
香
港
、

上
海

へ
の
起
点

に
し
て
三
池
炭
等
の
輸
出
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
三
井
、
三
菱
が
特

に
熱
意
を
示
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
同
じ
こ
の
期
に
折
尾
に
於
け
る
筑
豊
興
業
鉄
道
と
の
連
絡
線
が
完
成
し
て
、

筑
豊
炭
が
積
み
替
え
な
し
で
九
鉄
に
接
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
九
鉄
と
筑
豊
炭

の
関
連

が
増
々
密
接
と
な

っ
た
。

(
b
)

株
主
構
成

次

に
こ
の
時
期
の
株
主
構
成
を
見
る
と
、
こ
の
時
期
は
史
料
的
制
約
か
ら
全
体
的

な
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
後

に
見
る
よ
う
な
経
営
悪
化

に
伴

う
配
当
率
の
低
下
の
中
で
、
第

6
表

に
見
る
如
く
二
一二
年
度
下
期
末

に
は
二
五

一
〇

名
を
数
え
た
株
主
数
は
二
六
年
度
上
期

に
至
る
と

一
八
四
五
名
に
減
少
し
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の
二
年
半
に
株
主
の
約
三
分

の

一
が
減
少
し
て
い
た
。

第6表 九州鉄道会社株主数

株主数

2,565明治22年度下期

2,53423上

2,510下

2,37724上

2,361下

2,20625上

2,047下

1,84526上

1,858下

1,93327上

1,998下

2,09328上

2,540下

2,76829上

2,900下

(出典)九 州 鉄道株式会社各回
『報告』 よ り作 成。

 

と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な

一
般
株
主
の
減
少
の

↓
方
で
そ
れ
ら
の
株
を
買

い
集
め
る

形
で
岩
崎

(三
菱
)
等
が
持
株
を
増
加
さ
せ
て
い
た
。
や
は
り
史
料
的
制
約
か
ら
創

一㎜一



立
時
を
除

い
て
二
七

二

八
九
四
)
年
以
前

の
各
株
主
の
持
株
状
況
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
困
難
で
は
あ
る
が
、
二
四
年
七
月
以
前
に
岩
崎
久
弥
が
既
に
三
〇
〇
〇
株
余

を
所
有
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
久
弥
は
同
年
七
月
に
新

た
に

一
四
五
〇
株
を
購
入
し
、
持
株
を
四
四
五
〇
株
余
に
増
加
さ
せ
て
い
た
。
そ
の

後
二
六
年
四
月
ま
で
に
岩
崎
久
弥
の
所
有
株

は
七
四
九
八
株
に
増
加
し
て
い
る
。
こ

れ
は
総
株
数
の
五
%
に
当
た

っ
て
い
た
。
更

に
二
六
年
四
月
に
久
弥
は
二
八
八
〇
株

を
入
手
し
て
持
株
は

一
万
三
七
八
株
に
至

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
総
株
数
の
六

.
九
%

に
当
た

っ
て
い
た
。

一
方
二
一二
年
度
下
期
以
降
岩
崎
久
弥
は
筑
豊
興
業
鉄
道
の
筆
頭

〔
17

)

(
18

)

株
主
と
も
な

っ
て
い
た
。
ま
た
三
井
も
同
時
期
九
鉄

の
持
株
を
増
加
さ
せ
、
二
六
年

に
は
既
に
岩
崎
と
並
ん
で
大
株
主
と
な

っ
て

い
た
。

以
上
の
経
緯
は
無
論
三
井
が
明
治
一
二

年

に
三
池
炭
礦

を
入
手
し
、
ま
た
三
菱
、

三
井
が
明
治
二
二
年
以
降
筑
豊
炭
田
に
進
出

し
て
い
た
こ
と
と
密
接
な
関
連
が
あ

っ

た
と
考

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
後
に
も
見
る
如

く
三
池
炭
の

一
部
は
門
司
に
陸
送
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
九
鉄

に
よ

っ
て

い
た
。
ま

た
こ
の
当
時
筑
豊
炭
の
輸
送
は
川
騰
と

筑
豊
興
業
鉄
道
に
よ

っ
て
い
た
が
、
筑
豊
興
業
鉄
道
の
終
着
駅
で
あ
る
若
松
は
大
型

船
の
入
港
が
不
可
能
で
あ

っ
た
た
め
、
海
外
市
場
を
め
ざ
す
石
炭
は
折
尾
に
於
て
川

艦
や
筑
豊
興
業
鉄
道
か
ら
九
州
鉄
道

へ
積
み
替

え
て
門
司
ま
で
輸
送
さ
れ
て

い
た
。

し
か
も
先
に
見
た
如
く
二
六
年
六
月
よ
り
折

尾
に
於
て
筑
豊
興
業
鉄
道
と
九
鉄
と
の

連
絡
線
が
完
成
し
、
両
線
は
直
通
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情

か
ら
三
菱

、
三
井
が
二
四
年
以
降
急
速
に
九
鉄

へ
の
投
資
を
拡
大
し
て
い
た
の
は
単

な
る
投
資
収
益
が
目
的
で
は
な
か

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
三
池
炭
や
筑
豊

炭
と
の
関
連
か
ら
も
三
菱
、
三
井
は
九
鉄
の
経
営
に
重
大
な
関
心
を
有
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

口

営
業
状
況

次

に
第
2
表
及
び
第
1
～
5
図
に
よ

っ
て
こ
の
時
期
の
営
業
状
況
を
見
る
と
、
二

四
年
上
期

に
は
路
線
延
長
に
伴

っ
て
営
業
収
入
の
大
幅
な
増
加
が
あ

っ
た
が
、
営
業

費
も
そ
れ
を
上
回

っ
て
増
加
し
て
い
た
。
そ

の
後
二
五
年
度
上
期
か
ら
下
期
に
か
け

て
は
営
業
収
入
も
減
少
、
停
滞

に
転
じ
た
。
こ
の
た
め
当
期
純
利
益
も
二
四
年
度
下

期
か
ら
二
五
年
度
下
期
に
か
け
て
は
減
少
し
、
従

っ
て
配
当
率
も
四
%
台
に
低
下
し

た
。
こ
の
状
況
も
二
六
年
度
上
期
以
降
回
復
の
兆
し
を
見
せ
当
期
純
利
益
も
増
加
す

る
と
共

に
、
配
当
率
も
五
%
台
に
回
復
し
て
い
る
。
こ
の
営
業
収
支
悪
化
か
ら
回
復

に
至
る
過
程
を
詳
細

に
見
る
た
め
、
以
下
第
2
表
を
中
心
と

チ
各
営
業
期
ご
と
の

分
析

に
入
る
。

ま
ず
二
四
年
度
上
期

に
至

っ
て
門
司

・
熊
本
間
、
・

れ
よ
り
分
岐
し
た
佐
賀

ま
で
の
路
線
が
全
通
し
、
そ
れ
に
伴

い
営
業
路
線
『

前
期
の
二

・
四
倍
に
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
営
業
収
入
も
前
期
比

一
二
五
%
増
と
大
幅
な
増
収
と
な

っ
た

が
、

一
方
営
業
費
は
前
期
比

一
四
〇
%
増
と
営
業
収
入
を
上
回

っ
て
増
加
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
営
業
係
数
は
前
期
よ
り
若
干
上
昇
し
た
が
、
営
業
収
入
絶
対
額

の
大
幅

な
増
加
に
伴

い
こ
の
期
に
於
け
る
営
業
利
益
金
は
前
期
の
二

・
二
倍
と
な
り
、
補
助

金
収
入
の
半
減

に
も
か
か
わ
ら
ず
当
期
純
利
益
は
前
期
比
で

一
八
%
増
加
し
た
。
こ

の
た
め
払
込
資
本
金
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
払
込
資
本
利
益
率
も
前
期
と
同
率
の

六

・
二
%
を
保

っ
た
。

し
か
し
こ
の
期
に
於

て
は
先
に
見
た
如
く
資
本
の
欠
乏
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
営

業
係
数
の
上
昇
も
あ

っ
て
、
会
社
側
も
重
役
の
減
俸
、
社
員
の
減
員
、
減
給
、
勤
務

時
間
の
延
長
等
を
中
心
と
し
た
経
費
節
減
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
ま
ず
重
役

の
減
俸

と
し
て
、
社
長
俸
給

の
四
分
の

一
、
常
議
員

(取
締
役
)、
検
査
役

(監
査
役
)
俸

給
の
二
分
の

一
を
当
分
辞
退
す
る
と

い
う
申

し
出

で
を
二
四
年
四
月
の
定
例
株
式
総

会
で
認
め
る
と
共
に
社
員
の
陶
汰
を
開
始
し
た
。
こ
の
期
の
社
員
の
減
員
は
第

5
表

に
見
る
如
く
二
六
四
名

に
及
ん
で

い
る
が
、
そ
の
中
心
は
先
に
見
た
資
本
欠
乏

に
よ

る
路
線
建
設
の
延
期

に
伴

い
不
必
要
と
な

っ
た
建
築
課
の
要
員
で
、
建
築
課
の
減
員

は
二
七
五
名
に
も
昇

っ
て
い
た
。

路
線
増
に
比
し
て
運
輸
収
入
の
伸
び
が
若
干
下
回

っ
た
理
由
と
し
て
会
社
側
は
新
開

業
区
間
が

「開
通
後
日
尚
浅
キ
ヲ
以
テ
鉄
道
ヲ
利
用
ス
ル
モ
ノ
未
タ
多
カ
ラ
サ
ル
」

こ
と
と
、
特
に
貨
物
輸
送

に
於
て

「豊
筑
石
炭

ノ
如
キ

ハ
門
司
開
通
後
之
力
運
搬
ノ
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準
備
ヲ
ナ
シ
折
尾
停
車
場

二
於
テ
石
炭
積
卸

場
ヲ
設
ケ
運
賃
割
引
ヲ
為
シ
将

二
運
搬

ノ
取
扱
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
際
暴
雨
洪
水

ノ
為

メ
筑
豊
炭
坑
皆
出
炭
ヲ
流
出
シ
且
坑

内
甚
キ
災
害
ヲ
被
リ
採
屈
ヲ
中
止

ス
ル
ニ
至

リ
シ
ヲ
以
テ
僅
少
ナ
ル
石
炭

ノ
運
搬
ヲ

為

ス
ニ
過
キ
サ
リ
シ
」

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
事
実
こ
の
期
に
於
て
も
乗
客
収
入
の

伸
び
よ
り
貨
物
収
入
の
伸
び
は
小
さ
く
、
乗

客
収
入
と
貨
物
収
入
の
比
率
は
六

・
五

対

一
と
前
期
よ
り
も
更
に
乗
客
収
入
の
比
率
を
高
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
会
社

側
も
前
述
の
石
炭
輸
送

へ
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
八
月
よ
り
こ
れ
ま
で
の

「其
時

々
貨
主
ノ
申
出

ニ
ヨ
リ
相
当

二
割
引
ヲ
ナ
セ
シ
」
貨
物
運
賃
割
引
に
替

っ
て
貨
物
運

賃
割
引
規
定
を
設
け
て
貨
物
輸
送
の
増
加
を

企
図
し
て
い
る
。

営
業
費
の
中

で
は
前
期
比
で
保
存
費
が
三

・七
倍
、
総
係
費
が
三
・九
倍
と
大
き
く

増
加
し
て

い
る
が
、
保
存
費
急
増
は
七
月
、

九
月
の
両
度
に
渡
る
風
水
害
修
復
費
用

に
依
る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
総
係
費
の
増
加
の
中
心
は
人
件
費
で

あ

っ
た
。

そ
の
後

二
四
年
度
下
期
に
至
る
と
、
平
均
営
業
哩
数
が

一
八
%
増
と
な

っ
た
の
に

伴

っ
て
営
業
収
入
も
前
期
比
で

一
八
%
増
加

し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
営
業
費
も

営
業
収
入
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
る
前
期
比

二
八
%
増
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
営
業

係
数
は
前
期
よ
り
も
更
に
上
昇
し
四
七
%

と
な

っ
た
。
し
か
も
路
線
延
長
の
停
止

に
よ

っ
て
補
助
金
収

入
が
途
絶
し
た
た
め
当
期
純
利
益
は
前
期
比

二
五
%
減
に

低
下
し
た
。
当
期
純
利
益
が
前
期
よ
り
減
少

し
た
の
は
営
業
開
始
以
来
は
じ
め
て
の

こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
払
込
資
本
利
益

率
も
前
期
の
六

・
二
%
か
ら
四

・
四
%

へ
と
急
落
し
、
政
府
補
助
金
や
営
業
外
収
入

に
大
き
く
依
存
し
て

い
た
九
鉄
の
創
立

初
期
に
於
け
る
経
営
体
質
の
脆
さ
が
現
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
こ
の
期
に
於

て
も
当
期
純
利
益

の
全
額
を
配
当
に
充
て
て

い
る
た
め
配
当
率
は
払
込
資
本
利
益
率

と
同
率
の
四

・
四
%
と
な

っ
て

い
た
。

営
業
収
入
の
内
訳
を
見
る
と
、乗
客
収
入
が
八
%
増
に
留
ま

っ
た
の
に
対
し
、貨
物

収
入
は
六
二
%
増
と
大
幅
な
伸
び
を
見
せ
て

い
る
。
こ
れ
は
乗
客
収
入
が

「昨
年
九

州
地
方

二
於
テ
被
ム
ル
所
ノ
風
水
害

ハ
其
惨
烈
ナ
ル
事
殆

ン
ト
名
状
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル

モ
ノ
ア
リ
為
メ
ニ
農
家

ノ
収
入

ヲ
減
シ

一
般
家
計

ノ
困
難
ヲ
来

シ
」
と

い
う
事
情
か

ら
停
迷
し
た
の
に
対
し
て
、
貨
物
収
入
は

「前
半
季

二
運
送
ノ
数
量
甚

タ
少
カ
リ
シ

石
炭

ノ
本
季

二
於

テ
漸
ク
増
加
シ
タ
ル
ト
貨
物
賃
金
割
引
ヲ
実
施
シ
専

ラ
貨
主

ノ
便

益

ヲ
図
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
鉄
道
ヲ
利
用

ス
ル
モ
ノ
漸
次
多
キ
ヲ
加

ヘ
タ
ル
ニ
ヨ
占

大

幅
な
増
収
と
な

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
前
期
よ
り
熊
本
・佐
賀
か
ら
門
司

へ
の

通
路
が
開
け
た
た
め
、
各
地
の
物
資
輸
送
に
九
鉄
が
本
格
的
に
利
用
さ
れ
だ
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
貨
物
収
入
の
増
加

に
よ
り
、
二
一二
年
度
下
期
よ
り
低
減
を
続
け

て
い

た
貨
物
収
入
比
率
は
若
干
持
ち
直
し
て
、
乗
客
収
入
四

・
三
対
貨
物
収
入

一
の
比
率

と
な

っ
た
。
ち
な
み
に
こ
れ
以
前

の
営
業
期
に
於
て
は
資
料
的
制
約
か
ら
不
分
明
で

あ

っ
た
貨
物
輸
送
の
品
目
別
内
訳
が

こ
の
期
か
ら
は
判
明
す
る
。
そ
れ
を
示
し
た
の

が
第
7
表
で
あ
る
が
、
既
に
石
炭
が
重
量
比
率
で
六
三

・
二
%
と
圧
倒
的
比
率
を
占

め
、
次

い
で
米
の
六

.
六
%
、
雑
穀
四

・
五
%
、
綿
糸

・
綿
布

一
・
七
%
、
木
材

一

.
五
%
、
酒

一
二
二
%
と
続

い
て
い
た
。

営
業
費
の
中
で
は
汽
車
費
の
突
出
し
た
増
加
が
目
だ

つ
が
、
こ
れ
は
人
件
費
、
車

両
修
理
費
等

の
増
大
に
よ
る
も
の
が
大
き
か

っ
た
。

ま
た
経
営
悪
化
の
中

で
第
5
表
に
見
る
如
く
こ
の
期
に
於

て
も
前
期
に
引
き
続

き

九
九
名

の
社
員
の
減
員
が
な
さ
れ
て

い
た
。

続
く
二
五
年
度
上
期

に
於

て
は
、
営
業
哩
数
の
増
加
も
な
く
、
そ
の
中
で
営
業
収

入
は
前
期
比
二
%
の
減
少
と
な

っ
た
。
他
方
営
業
費
は
前
期
比

一
%
の
増
加
を
示
し

て

い
た
。

こ
の
た
め
営
業
係
数

は
前
期

よ
り
更

に
上
昇
し
て
四
八
%
に
ま
で
至

っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
営
業
利
益
金
も
前
期
よ
り
五
%
減
少
と
な

っ
た
が
、
営
業
利

益
金
が
前
期
を
下
回

っ
た
の
は
営
業
開
始
以
来
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の

上
補
助
金
収
入
も
前
期
来
途
絶
え
て
お
り
、
従

っ
て
当
期
純
利
益
も
前
期
よ
り
更
に

五
%
減
少
し
た
。

こ
の
た
め
払
込
資
本
利
益
率
、
及
び
配
当
率
共

に
前
期
よ
り
更
に

○

.
三
%
低
下
し
て
四

・
一
%
に
留
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
期
に
於
け
る
営
業
収
入
の
内
訳
を
見
る
と
、
前
期
比
で
乗
客
収
入
は
二
%
、

貨
物
収
入
は

一
%
の
減
少
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
営
業
収
入
の
停
滞
は

「九
州
地
方
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ハ
昨
年
惨
烈

ヲ
極

メ
タ
ル
風
水

ノ
余
毒
延
テ
本
期

二
及
ホ
シ
其
瘡
疲
未
タ
癒

エ
サ
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
近
時

一
般
不
景
気

ノ
影
響
ヲ
蒙

リ
タ
ル
為

メ
其
沈
滞
不
振
ノ
情
況

ハ
寧

ロ
他
ノ
地
方

二
過
ル
ノ
実

ア
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
」
と

い
う
状
況
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
、

事
実
輸
送
乗
客
人
員
数
は
第
8
表

に
見
る
如
く
前
期
に
比
し
て

一
〇
%
も
減
少
し
て

お
り
、
二
月
の
下
等
乗
客
賃
金

の
値
上
げ

に
よ

っ
て
か
ろ
う
じ
て
乗
客
収
入
の
減
少

を
二
%
に
留
め
て

い
る
状
況
で
あ

っ
た
。

一
方
貨
物
輸
送
量
も
減
少
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は

「
石
炭

ノ
商
況
不
振
輸
出
ノ
減
少

二
起
因
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
元
来
門
司
港

二

運
搬
ス
ル
石
炭

ハ
多
ク
ハ
外
国
輸
出

二
係

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
商
況
ノ
活
発
ナ
ラ
サ
ル

ヨ
リ
折
尾
門
司
間

二
運
鐸

つ
タ
ル
石
炭

ノ
数
量

ハ
前
期

二
比
ス
レ
ハ
実

二
千
四
百
六

拾
六
千
余
斤
ヲ
減
少
セ
リ
」
と

い
う
事
情

に
基
づ
く
も
の
で
あ

(.
た
。
こ
れ
を
裏
付

け
る
も
の
と
し
て
第
7
表
に
見
る
如
く
こ
の
期
に
於
け
る
九
鉄

の
石
炭
輸
送
量
は
前

期
の
三
分
の
二
以
下
に
減
少
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
貨
物
輸
送
総
量
が
微
減

に
留
ま

っ
て

い
る
の
は
、「
近
時
鉄
道
ヲ
利
用

ス
ル
モ
ノ
漸

ク
増
加
ス
ル
ニ
際
シ
賃
金

割
引
ノ
特
約
ヲ
為
シ
且
重

二
貨
物
運
搬

二
充

ル
為
メ
定
時
発
着
ノ
列
車
回
数

ヲ
増
シ

テ
益
運
搬
ノ
敏
活
ヲ
勉
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
従
来

海
運

二
依
リ
タ
ル
肥
後
地
方
ノ
米
穀
ノ

如
キ
多
数
ノ
運
搬
特
約
ヲ
為

ス
ニ
」

至

っ
て

い
た
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

事
実
第
7
表
に
見
る
如
く
米
が
前
期
比
四
六
%
増
、
雑
穀
が

一
一
七
%
増
、
木
材
が

が
六
四
%
増
等

の
伸
張
を
見
せ
て
い
る
。

営
業
費
の
内
訳
を
見
る
と
各
費
目
が
微
増

し
て
い
る
中

で
保
存
費
が
減
少
し
て
い

る
の
が
目
に
つ
く
。

こ
の
期
に
於
て
も
第

5
表
に
見
る
如
く
社
員
の
減
員
が
引
き
続

い
て
行
わ
れ
、
社

員
数
は

一
一
九
名
減
少
し
て

一
〇
〇
〇
名
と
な

っ
て
い
た
。

続
く
二
五
年
度
下
期
に
於
て
も
、
営
業
路
線

の
増
加
は
な
く
、
そ
の
中
で
営
業
収

入
は
前
期
比
四
%

の
微
増
を
示
し
、
他
方
営
業
費
は
前
期
比
二
%
増
に
止

っ
た
。
こ

の
た
め
営
業
係
数
は
前
期
よ
り
若
干
低
下
し
て
四
七
%
と
な

っ
た
。
従

っ
て
営
業

利
益
は
前
期
比
六
%
増
と
な

っ
た
が
営
業
外

雑
収
入
が
減

収
で
あ

っ
た
た
め
収
支

比
率
は
前
期
比
で
微
減
と
な
り
、当
期
純
利
益
は
前
期
と
同
額
に
留
ま

っ
て
い
る
。
他

方
払
込
資
本
金
も
株
金
募
集
の
停
止
に
よ

っ
て
前
期
と
同
額
に
留
ま
っ
て
い
た
た
め
、

払
込
資
本
利
益
率
及
び
配
当
率
共
に
前
期
と
同
じ
四

・
一
%
と
な

っ
て
い
た
。

こ
の
期
に
於
け
る
運
輸
収
入
の
内
訳
を
見
る
と
、
乗
客
収
入
は
前
期
比
五
%
の
減
と

な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
第
8
表

に
見
る
如
く
運
輸
乗
客
人
員
数
で
は

一
六

・
九
%
の

増
で
あ

っ
た
が
、
二
五
年

一
一
月
に
乗
車
賃
を
値
下
げ
し
た
た
め
乗
客
収
入
と
し
て

は
若
干
の
低
減
と
な

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
乗
客
人
員
増

の
原
因
は

「
乗
客
賃
金
ヲ

低
減
シ
タ
ル
ト
昨
年

(二
五
年
-
引
用
者
註
)豊
作
豊
熱
シ
テ
地
方
人
衆
ノ
鉄
道
二
依
リ

旅
行

ス
ル
モ
ノ
漸
ク
増
加
」
し
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
貨
物
収
入
は

前
期
比
四

一
%
増
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は

「重

二
肥
筑
地
方
穀
類

ノ
出

荷
増
加
シ
タ
ル
ニ
因
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
量

ハ
実

二
本
期
間
運
搬
荷
物
総
量
ノ
半

ヲ
占

メ
タ
リ
昨
年
肥
筑
地
方
ノ
穀
類

ハ
穰
々
タ
ル
豊
熟

ニ
シ
テ
東
京

二
大
阪

二
或

ハ
海
外

二
其
輸
出
ノ
盛
況

ハ
近
年
無
比
ト
称
ス
ル
ヲ
得
ベ
ク
従
テ
前
期

二
続
キ
賃
金
割
引
ノ

特
約

ヲ
以
テ
運
搬

ヲ
托
ス
ル
モ
ノ
漸
次
増
加
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
臨
時
貨
物
列
車

ヲ
発
シ

益
其
運
搬
ヲ
勉
メ
」
た
結
果
、

「
石
炭

ハ
門
司
港

二
於
ル
輸
出

ノ
数
量

ハ
多
キ
ヲ
加

フ
ル
ノ
景
況
ナ
リ
ト
錐
モ
其
運
搬

ハ
水
利

二
依

ル
モ
ノ
多
ク
折
尾
停
車
場
汽
車
積

ノ

石
炭
減
少
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
三
池
石
炭

ノ
鉄
道

ニ
ヨ
リ
門
司

二
輸
送

ス
ル
モ
ノ
ハ
前
期

二
比
シ
幾
分
ノ
増
加

ア
リ
シ
ト
錐
モ
全
体

二
石
炭
運
搬
ノ
数
量
少
ク
其
収
入
ヲ
減
シ
」

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
体
と
し
て
増
収
と
な

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
現
に
、
第
7
表

に
依

っ
て
も
米
の
輸
送
量
は
前
期
の
四

・
四
倍
に
急
増
し
て
い
る
の
に
対
し
、
石
炭

輸
送
量
は
前
期
に
比
し
半
減
し
総
貨
物
量
の

一
九
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
た
。
こ
の

結
果
こ
の
期
に
於
け
る
石
炭
輸
送
量
は
前
々
期
の
三
分
の

一
以
下
に
減
少
し
て
い
る
。

前
期
以
来
の
石
炭
輸
送
急
減

の
原
因
が
筑
豊
石
炭
産
業
の
所
謂

「
二
五
年
恐
慌
」
に

あ

っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
石
炭
輸
送
の
激
減
に
対
し
、
先
の

『報
告
』

に
も
あ
る
如
く
米

・
雑
穀
は
総
貨
物
量
の
四
九

・
四
%
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
他
綿

糸

・
綿
布
が
前
期
比
四

一
%
増
、
酒
類
が
五
六
%
増
等
に
見
ら
れ
る
如
く
全
体

に
増

加
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
の
結
果
乗
客
収
入
と
貨
物
収
入
の
比
率
は
二

・
九
対

一
と
な

り
、
貨
物
収
入
の
比
率
が
更
に
上
昇
し
て
い
る
。

一鵬一



第7表 九州鉄道会社輸送貨物細別

明治24年度下期

25 上

下

26 上

下

27 上

下

28 上

下

29 上

下

石 炭

61,912(63.2)

39,341(42.0)

20,872(18.6)

16,498(16.5)

115,152(54.5)

128,207(51.2)

112,669(41.9)

110,902(41.0)

237,359(60.3)

346,098(68.5)

462,821(65.9)

木 材

1,455(1.5)

2,382(2.5)

3,020(2.7)

2,933(2.9)

10,652(5.0)

11,979(4.8)

8,151(3.0)

10,347(3.8)

10,525(2.7)

15,270(3.0)

17,751(2.5)

米

6,509(6.6)

9,494(10.1)

41,523(37.0)

13,243(13.2)

15,420(7.3)

12,466(5.0)

34,501(12.8)

25,852(9.6)

40,835(10.4)

14,995(3.0)

51,749(7.4)

雑 穀

4,360(4.5)

9,451(10.1)

13,903(12.4)

14,015(14.0)

13,979(6.6)

11,640(4.6)

12,487(4.6)

18,043(6.7)

17,308(4.4)

15,566(3.1)

22,530(3.2)

酒 類

1,284(1.3)

1,250(1.3)

1,947(1.7)

2,651(2.6)

3,202(1.5)

3,512(1.4)

4,264(1.6)

3,846(1.4)

4,690(1.2)

4,510(0.9)

7,977(1.1)

綿 糸 綿 布

1,705(1.7)

1,761(1.9)

2,488(2.2)

3,358(3.4)

3,482(1.6)

1,308(0.5)

1,584(0.6)

1,969(0.7)

3,080(0.8)

2,891(0.6)

2,699(0.4)

1,820(0.7)

2,691(1.0)

2,519(0.9)

3,716(0.9)

3,675(0.7)

3,176(0,5)

その他共総計

97,962(100)

93,666(100)

112,223(100)

100,052(100)

211,338(100)

250,594(100)

268,957(100)

270,656(100)

393,847(100)

505,600(100)

702,728(100)

(註)単 位は千斤(千 斤未満四捨 五入)、()内 は各期総貨物重量 に対する百分比。

(出典)九 州鉄道会社各回 『報告』 より作成。



こ
の
期
に
於
け
る
営
業
費
の
内
訳
を
見
る
と
、
各
費
目
共
減
少
し
て
い
る
中
で
汽

車
費
の
み
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
先
に
見

た
如
く
貨
物
輸
送
の
増
加
に
伴
う
臨
時

列
車
の
増
発
等

に
よ
り
列
車
運
行
が
増
し
た

こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
期

に
於

て
も
第
5
表
に
見
る
如
く
引
き
続
き
社
員
の
減
員
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、そ
の
数
は
二
三
名
に
留
ま

っ
て
い
る
。
一
方

こ
の
期
の
始
め
に
於
け
る
定
例

株
主
総
会
に
於

て
、
社
長
の
申
出
で
に
よ
り

二
四
年
度
上
期
以
来
四
分
の

一
を
辞
退

し
て
い
た
社
長
俸
給
を
更
に
三
分
の

一
辞
退
し
て
、
当
分
の
間
本
来
の
俸
給
の
半
額

で
あ
る
二
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
を
承
認
し
て

い
る
。

続

い
て
二
六

(
一
八
九
三
)
年
度
上
期
に
至
る
と
、
営
業
路
線
の
増
加
は
な

い
中

で
営
業
収
入
は
前
期
比

一
二
%
増
と
な
り
、
他
方
営
業
費
は
前
期
比

一
一
%
の
減
少

と
な

っ
た
。

こ
の
た
め
前
期
と
同
様
に
営
業
外
収
入
は
僅
か
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
収
支

比
率
は
前
期
の
二

一
二
か
ら
二
六
四

へ
急
上
昇
し
た
。
こ
の
値
は
二
一二
年

度
下
期
以
来
の
高
率
で
あ

っ
た
。

こ
の
結

果
当
期
純
利
益
も
前
期
比
三

一
%
増
と

二
三
年
度
下
期
以
来

の
伸
び
を
見

ヤ
ニ
」
い
る
。
従

っ
て
払
込
資
本
利
益
率
も
五

・
四

%
に
上
昇
し
た
。
ま
た
利
益
処
分
に
於
て
;

二
年
度
下
期
以
来

の
積
立
金
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
二
四
年
度
上
期
以
来
当
期
純
利
益
の
全
額
を
配
当
金
に
充
て
て
い

た
こ
と
に
依
り
資
本
利
益
率
と
同
率
で
あ

っ
た
配
当
率
が
、
こ
の
期
は
資
本
利
益
率

を
○

・
三
%
下
回
る
五

・
一
%
と
な

っ
た
。

こ
の
期
に
於
け
る
営
業
収
入
の
内
訳
で
は
、
乗
客
収
入
が
前
期
比

一
九
%
増
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
貨
物
収
入
は
前
期
比

=
二
%
減
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
乗
客
収

入
が

「前
期
以
来
地
方
人
衆

ノ
鉄
道

二
依
リ
旅
行
ス
ル
モ
ノ
漸

ク
増
加
ス
ル
ノ
傾
向

ア
ル
ニ
際
シ
或

ハ
全
線
各
駅
間

二
或

ハ
着
発

ノ
駅
ヲ
限
リ
時
機

ヲ
図
リ
乗
車
賃
金
ノ

半
減

ヲ
施
行
シ
タ
ル
為
メ
其
間
平
常

二
比
シ

テ
殆

ン
ト
三
倍

ノ
乗
客
賃
金

ヲ
得
タ
ル

等
」
に
よ
っ
て
大
き
く
増
加
し
た
の
に
対
し

て
、
貨
物
収
入
は
、
穀
類
等

の
輸
送
が

夏
季

で
少
く
、
し
か
も
石
炭
輸
送
が

「販
売

上
ノ
都
合
ト
運
賃
ノ
関
係
等

ヨ
リ

(中

略
)
未
タ
折
尾
接
続
線
ヲ
経

テ
門
司

二
出

ル
モ
ノ
少
ナ
キ
」
た
め
減
収
と
な

っ
た
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
第
7
表
に
依

っ
て
も
石
炭
輸
送
が
前
期
よ
り
も
更
に
二

一
%
減
少
し
て
、
総
貨
物
量

の

一
六

・
五
%
に
ま
で
落
ち
こ
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明

す

る
。
こ
れ
は
石
炭
産
業

の
「
二
五
年
恐
慌
」
の
余
波
が
ま
だ
回
復
し
て
い
ず
、
か
え

っ
て
炭
価
は
二
五
年
以
上
に
下
落
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か
く
も
前

々
期
以
来
の
石
炭
輸
送

の
連
続
的
減
少
の
結
果
、
石
炭
輸
送
量
は
二
四
年
度
下
期
に

比
し
て
三
分
の

一
以
下
に
激
減
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
方
で

『報
告
』

に
も
あ
る

如
く
こ
の
期
に
於
て
筑
豊

の
石
炭
輸
送
の
中
心
で
あ

っ
た
筑
豊
興
業
鉄
道
と
の
折
尾

で
の
接
続
線
が
開
通
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

他
方
営
業
費
が
前
期
よ
り

一
一
%
も
減
少
し
た
理
由
と
し
て

「営
業
線

二
従
事
セ

シ
社
員
ヲ
減
ジ
且
経
費
ノ
節
約
ヲ
図
リ
タ
ル
ニ
因
ル
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
現
に

運
輸
量
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
運
輸
費
を
除

い
て
各
費
目
と
も

=
二
%
～
二
七
%

の
減
少
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
窮

5
表
に
見
る
如
く
社
員
の
減
員
は
六
九
名
で
あ
り
、

こ
の
結
果
二
一二
年
度
下
期
に
は

一
四
八
二
名
を
数
え
た
社
員
も
二
四
年
度
以
来

の
減

員
の
連
続
に
よ
り
こ
の
期
の
末
に
於

て
は
九
〇
八
名
と
な
り
、
二
年
半
で
そ
の
四
割

弱
に
当
る
五
七
四
名
が
減
少
し
て
い
た
。
も

っ
と
も
二
四
年
度
中

に
於
け
る
三
六
〇

余
名
の
減
員
の
多
く
は
、
前
述
し
た
如
く
路
線
建
設
中

の
み
必
要

で
建
設
終
了
後
は

本
来
不
要
と
な
る
興
業
費

(建
築
費
)
負
担
の
建
築
要
員
が
中
心
で
あ

っ
た
た
め
、

営
業
費

の
節
減
に
は
そ
れ
ほ
ど
結
び

つ
い
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
営
業
費

の
伸
び
が
低
下
す
る
の
は

「営
業
線
の
社
員
」
が
減
員
の
中
心
と
な

っ
た

二
五
年
度
以
降
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
こ
の
二
年
半
に
於
け
る

四
割
も
の
大
減
員
の
す

べ
て
を
、
経
営
改
善
に
よ
る
必
要
人
員
の
節
減
と
考
え
る
こ

と
は
適
当
で
な

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
も
こ
の
間
大
量

の
減
員
を
中

心
と
し
て
経
費
の
節
減
が
行
な
わ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、

一
方
で
の
運
輸
収
入
の

増
加
と
相
侯

っ
て
こ
の
期
に
於
て
二
四
年
度
下
期
以
来
の
経
営
悪
化
か
ら
の
回
復
の

兆
し
が
見
え
て
き
た
と
言

い
得
る
で
あ
ろ
う
。

続
く
二
六
年
度
下
期
で
は
前
期
同
様
営
業
哩
数
の
増
加
の
な

い
中
で
、
営
業
収
入

は
前
期
比
九
%
増
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
営
業
費
は
前
期
比
四
%
増

に
止

っ
て
お

り
、
前

々
期
よ
り
低

い
水
準

に
あ

っ
た
。
ま
た
営
業
外
収
雑
入
も
増
加
し
た
た
め
、
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収
支
比
率
は
前
期
よ
り
更
に
上
昇
し
て
二
七
九
に
至

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
当
期
純

利
益
も
前
期
比

一
七
%
増
と
な
り
、
従

っ
て
払

込
資
本
利
益
率
も
前
期
よ
り
○

・
九

%
上
昇
し
て
六

.
三
%
と
な

っ
た
。
ま
た

こ
の
期
に
於
て
は
前
期
に
引
き
続
き
利
益

処
分
に
於
て
積
立
金
が
な
さ
れ
る
と
共
に
、

開
業
以
来
は
じ
め
て
賞
与
金
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
配
当
率
は
払
込
資
本
利
益
率
を
○

・
八
%
下
回

っ
て
前
期
比

○

・
四
%
増
の
五

・
五
%
と
な

っ
た
。

こ
の
期
の
営
業
収
入
の
内
訳
を
見
る
と
、
乗

客
収
入
は
前
期
比

一
%
と
僅
か
な
が

ら
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
貨
物
収
入

は
前
期
比
四
三
%
増
と
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
乗
客
収
入
は
第
8
表
に
見

る
如
く
乗
客
人
員
数
が
微
増
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
微
減
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
乗
客
を
招
致
す
る
た
め

「時
機

ヲ
図
リ
旅
客
賃
金
ノ
半
減

ヲ
施
行
」
し
た
結
果
、
乗
客
人
員
数
は
増
加
し
た
が
半
面

賃
金
は
微
減
と
な

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
貨
物
収
入
が
大
幅
な
増
加

と
な

っ
た
の
は
、

「九
州
地
方

ハ
客
年
凶
作

ノ
為
メ
却
テ
唐
米
ノ
輸
入
ヲ
仰
ク
ノ
変

況
ナ
リ
シ
ニ
ヨ
リ
鉄
道

ニ
ヨ
リ
輸
出
セ
シ
米

穀

ハ
之
ヲ
前
年

二
比
ス
レ
バ
僅

二
一二
分

第8表 九州鉄道会社乗客 ・貨物員数

貨物重量項 目「乗客人員
宮業期

14,566,369斤明 治22年 度 下 期1128,910人

29,226,751224,68923上

30,856,106361,099下

37,976,965725,93224上

97,962,261700,225下

93,666,474614,67925上

112,223,200718,355下

100,052,046989,52626上

211,337,9831,094 ,152下

243,083,5621,210,70227上

268,956,6601,328,083下

270,655,8861,678,96828上

393,847,2151,870,995下

505,600,1492,243,94729上

702,728,1282,494,707下

(出典)九 州鉄道株式会社各回 『報告』 よ り作成。

ノ

一
二
過
サ
リ
シ
モ
筑
前
炭

ノ
折
尾
接
続
線
ヲ
経
テ
門
司

へ
輸
送
ノ
途
開
ケ
タ
ル
ト

三
池
炭

ノ
門
司

へ
輸
送
ノ
増
加
シ
タ
ル
ト

ニ
ヨ
リ
石
炭

ノ
数
量
大

二
増
進
セ
リ
」
と

い
う
事
情

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
第

7
表

に
よ

っ
て
も
、
米

の
輸
送
量
は
前

年
同
期
の
三
分

の

一
以
下

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
石
炭

は
前
期
の
実

に
七
倍
に
達
し

て
い
る
。

こ
の
石
炭
輸
送
量
の
急
増
は
二
六
年
末
か
ら
の
石
炭
市
況
の
急
速
な
回
復

と
、
『報
告
』
に
も
あ
る
如
く
前
期
よ
り
の
筑
豊
興
業
鉄
道
と
の
連
絡
線
の
開
通
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
営
業
費
は
全
体
に
微

増
に
止

っ
て
い
る
。

ま
た

こ
の
期
に
於

て
は
こ
れ
ま
で
減
少
を
続
け
て
い
た
社
員
数
が
増
加
に
転
じ
て

い
る
。
及
ち
第
5
表

に
見
る
如
く
前
期
に
於

て
九
〇
八
名
ま
で
減
少
し
て
い
た
社
員

(
51

)

数
は
こ
の
期
に
於
て
九
六

一
名
と
五
三
名

の
増
員
を
見
て
い
る
。

小
括

不
充
分
な
が
ら
も
一
応
の
安
定
を
見
せ
て

い
た
創
立
初
期
と
異

っ
て
、
こ
の
節
に

於

て
分
析

の
対
象
と
し
た
二
四
年
度
上
期
以
降
は
創
立
初
期

の
安
定
の
中

に
内
在
し

て
い
た
諸
矛
盾
が
露
呈
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
ず

二
四
年
度
上
期
に
於
て
営
業
面

で
は

一
応

の
進
展
を
示
し
て
い
た
も
の
の
、
資
金
調
達
面
か
ら
破
錠
が
発
生
し
た
。

つ
ま
り
、
二
一二
年
恐
慌
下
の
金
融
逼
塞
、
株
価
の
払
込
価
格
以
下

へ
の
下
落
と
い
っ

た
状
況
か
ら
、
東
京
、
大
阪
の
株
主
等

に
よ
る
株
金
募
集
停
止
の
要
求
が
発
生
し
、

そ
の
結
果
二
五
年
以
降
株
金
の
募
集
停
止

と
そ
れ
に
伴
う
路
線
延
長
停
止
が
決
定
さ

れ
た
。

こ
れ
に
伴

っ
て
路
線
建
設
伸
長
に
応
じ
て
下
付
さ
れ
て
い
た
補
助
金
収
入
が

停
止
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
補
助
金
収
入
は
そ
れ
ま
で
利
益
金
の
大

き
な
部
分

を
占
め
て
い
た
だ
け
に
そ
の
影
響
は
深
刻
で
あ

っ
た
。

一
方
営
業
収
入
も
第
1
図
に

見
る
如
く
二
四
年
度
下
期
以
降
は
伸
び
が
停
止
し
て
い
た
。
こ
の
営
業
収
入
の
停
滞

の
原
因
は
、風
水
害

に
よ
る
農
家
経
済
の
疲
弊
、筑
豊
石
炭
業
に
於
け
る

「
二
五
年
恐

慌
」
、
二
一二
年
恐
慌
の
余
波
に
よ
る
全
般
的
景
気
沈
滞
等
に
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果

第
4
図
に
見
る
如
く
各
期
の
当
期
純
利
益
も
減
少

に
転
じ
、
払
込
資
本
利
益
率
も
第

5
図
に
見
る
如
く
急
速
に
低
下
し
て
四
%
台

と
な

っ
た
。
こ
の
状
況
は
二
五
年
度
下
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期
ま
で
継
続
す
る
。

こ
の
よ
う
な
経
営
悪
化
に
伴

っ
て
、
そ
れ

へ
の
対
応
と
し
て
大
幅
な
人
員
整
理
を

中
心
と
す
る
、
減
給
、
労
働
時
間
の
延
長
、
重

役
俸
給
の

一
部
返
上
等
の
経
費
削
減

策
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
人
員
整
理
に
よ

っ
て
二
六
年
度
上
期
ま
で
に
社
員

の

四
割
弱
が
整
理
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
費
節
減
の

一
方
で
貨
物
運
賃
割
引
等

に
よ
る
営
業
収
入
増
加
の
努
力
も
あ

っ
て
二
六
年
度
上
期
に
入
る
と
営
業
収
入
も
わ

ず
か
な
が
ら
増
加
に
転
じ
た
た
め
、
当
期
純
利
益
も
第
4
図
に
見
る
如
く
回
復
に
転

じ
、
払
込
資
本
利
益
率
も
第
5
図
に
見
る
如

く
上
昇
に
転
じ
た
。
こ
の
傾
向
は
二
六

年
度
下
期
に
於
け
る
筑
豊
興
業
鉄
道
と

の
接
続
線

の
開
通
に
伴
う
石
炭
輸
送
の
急
増

に
よ

っ
て
倍
加
さ
れ
た
。
し
か
し
当
期
純
利
益

が
二
四
年
度
上
期
の
水
準
に
復
す
る

の
は
二
七
年
度
以
降
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
営
業
状
況
の
好
転

の
兆
し
の
中

で
、
二
六
年
度
に
入
る
と
路
線
延
長

再
開
も
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
費
用
は
社
債
発
行

に
よ

っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ

た
。
ま
た
こ
の
時
期
の
経
営
悪
化
、
配
当
低
下

に
伴

い
株
主
の
三
分
の

一
が
減
少

す

る
中
で
、
逆
に
岩
崎

(三
菱
)、
三
井
等
は
持
株

を
増
加
さ
せ
て
お
り
、
特
に
岩
崎

の

持
株
増
加
は
著
し

い
も
の
が
あ

っ
た
。

前
掲

「
九

州
鉄

道

株
式
会

社

調
査
報

告
書

」

一
二
頁
。

同
右

。

同
右

。

前

掲

『東

京
株

式

取
引
所

史
』
統

計

八

一
ー
八

二
頁

。

「
九
州
鉄

道
会

社

の
懇

話
会
」

(
『
福
岡

日

々
新
聞

』
明
治

二

六
年

四

月

一
日

)
。

同
右

。

「
九
鉄

社

々
債
募

集

に
決

す
」

(
『
福

岡

日
々
新
聞
』

明

治

二
六
年

六

月

一
六

日

)。

九
州

鉄
道

株
式

会

社

『第

一
〇

回
報

告
』

一
-
二
頁

。

前

掲

『東

京

株
式

取
引
所

史
』
統

計

八

二
頁

。

「九
鉄
会
社
の
東
京
大
株
主
が
意
見
ハ
利
益
あ
る
線
路
を
延
長
す
る

と
云
ふ
に
在
る
も
其
意
向

ハ
佐
賀
柄
崎
及
び
熊
本
松
橋
間
を
敷
設
せ
ん

と
す
る
に
在
り
と
の
説
あ
り
而
し
て
三
井
三
菱
の
諸
家
の
如
き
は
最
も

・ゴ
魚
鉄
道
の
布
設
に
熱
心
し
て
益
田
孝
氏
等
は
熊
本
よ
り
三
角
ま
で

一

頓
に
布
設
す
る
の
計
画
な
ら
ん
に
は
飽
ま
で
賛
成
尽
力
す
べ
し
と
主
張

し
居
る
由
な
り
三
角
港
よ
り
香
港
に
航
す
る
に
は
之
を
長
崎
港
よ
り
香

港
に
航
す
る
に
比
し
殆
ど
五
日
の
日
子
を
短
縮
す
る
を
得
べ
く
又
た
木

炭
の
如
き
之
を
三
角
よ
り
直
に
上
海
に
送
れ
ば
其
運
賃
僅
に
三
角
6
長

崎
に
送
る
の
運
賃
と
相
当
す
る
位
な
り
労
々
海
外
貿
易
に
は
最
も
適
当

の
良
港
な
れ
ば
彼
の
三
池
の
石
炭
の
如
き
是
迄
口
の
津
よ
り
輸
出
し
居

れ
ど
も
三
角
鉄
道
開
通
す
る
と
き
は
現
口
の
津
に
設
け
あ
る
三
井
の
出

張
所
は
直
に
三
角
に
其
石
炭
は
皆
な
三
角
よ
り
輸
出
す
る
を
得
益
田
氏

等
が
三
角
鉄
道
に
熱
心
な
る
亦
た
偶
然
に
非
ず
と
の
説
あ
り
」
(「東
京

大
株
主
と
三
角
鉄
道
」
『福
岡
日
々
新
聞
』
明
治
二
六
年
四
月
九
日
)
。

九
州
鉄
道
株
式
会
社

『第

一
〇
回
報
告
』
五
頁
。

「昨
年
鉄
道
株
の
下
落
せ
し
当
時
同
社
の
株
主
ハ
所
有
株
を
持
耐
へ

兼
ね
売
却
せ
し
も
の
少
な
か
ら
ず
其
株
式

ハ
岩
崎
其
他
神
商

の
手
に

多
く
買
入
れ
た
れ
ば
」
(「九
州
鉄
道
会
社
株
主
の
意
向
」

『福
岡
日
々

新
聞
』
明
治
二
五
年
四
月
二
二
日
)。

「東
京
の
岩
崎
久
弥
氏
の
如
き
ハ
豫
て
三
千
有
余
株
所
有
せ
る
上
八

百
五
十
株

一
度
六
百
株

一
度
名
替
申
込
み
し
よ
し
」
(「九
鉄
株
の
売
買

と
七
八
回
払
込
」
『福
岡
日
々
新
聞
』
明
治
二
四
年
七
月

一
九
日
)。

同
右
。

「去
る

一
日
大
阪
に
て
岩
崎
久
弥
の
名
義
に
書
換

へ
し
株
数
は
二
千

八
百
八
十
株
、
従
来
の
所
有
株
を
加
る
時
は
岩
崎
久
弥
氏
の
持
株
は
実

に
合
計

一
万
零
三
百
七
十
八
株
な
り
と
」
(「岩
崎
家
と
鉄
道
買
入
」
『

福
岡
日
々
新
聞
』
明
治
二
六
年
四
月
九
日
)。
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同

右
。

筑
豊
興

業
鉄

道
会

社

『
第
四

-

一
七
回

報
告

』

(第

八
回

、
第

一
五

回

欠

)。
「
三
井

三
菱
等

の
大
手

筋

は
先

頃
来
九

州
地

方

に
人

を
派

し

密
か

に

買

占
を

な
し

つ
つ
あ

る
と

の
説

あ
り
」

(

「九

州
鉄

道
株

の
買

占
」

『
福

岡
日

々
新
聞

』

明
治

二
六
年

七
月

一
四

日

)。

「
高
橋

同
社

々
長

は
先
頃

来

上
京

し

て
岩
崎

三
井
今

村
其
他

の
大

株

主

に
熟

談

し
」

(
「
九

州
鉄
道

延

長

に
就

て
」

『
福
陵

新
報

』
明
治

二
六
年

四
月

八

日
)
。

隅

谷
三
喜

男

『
日
本

石
炭

産

業
分
析
』

二
六
五
頁

(岩

波
書

店

、
昭

和
四

三
年

)
。

同
右

、
二
三
九

ー

二
四

三
頁
。

同
右

、

二

二
五

i

二

二
八
頁
。

九
州

鉄
道
会

社

『第

六
回

報
告

』
附

録
甲

三
頁

。

同
右

、
甲

一
-

二
頁

。

同
右

。

「職

員
表

」

(同

右

、
附
録

乙

一
一
頁

)
。

同
右

、
附

録
甲

八
頁

。

同
右

、
附
録

甲

九
-

一
〇
頁

。

同
右

、
附
録

甲

一
〇
頁

。

同
右

。

こ

の
こ
と

に

つ
い
て
は

当
時

の
新
聞

記
事

に
於

て
も

「
九
鉄

会

社

に
於

て
は
今

回
各
種

貨
物

の
運
賃
引

き
下
げ

た
る
旨
去

十

六
日
を

以

テ
そ
れ
ぞ

れ
各
荷

物
問

屋
に
通

知

し
既

に
昨

日

よ
り
実
施

し

居

る
が

今

回
運

賃
引

き
下
げ

に
よ
り
米

穀

運
賃

の
如

き
は
汽
船

を
以

て
廻

漕
す

る
と
左

し

て
差

異

な
き

に
至

リ
し

と

い
ふ
」

(
『
福
岡

日

々
新

聞
』

明
治

二
四
年

八
月

一
九

日

)
と
報

じ

ら
れ

て

い
る
。

九

州
鉄

道
会

社

『
第

六
回
報

告
』

附
録

甲

一
四

!

一
五
頁

。

同
右

、

六
ー

七
頁

。

九

州
鉄
道

会
社

『第

七

回
報
告

』

附
録

七
頁

。

同
右

。

同

右

、
六

ー
七
頁

。

九
州
鉄

道
会

社

『第

八
回
報

告
』

附
録

四
頁

。

同

右

、
附
録

五
頁

。

同

右

。

九

州
鉄

道
会

社

『第

九

回
報

告
』

附
録

四
頁

。

同

右
。

同
右

。

同

右
。

筑

豊
石
炭

業

の

「
二
五

年
恐
慌

」

に

つ
い
て
は
隅
谷

前

掲
書

二
五

三

ー

二
五
五

頁
を

参
照

さ
れ

た

い
。

九

州
鉄

道
会

社

『
第
九

回
報

告
』

附
録

一
頁

。

九

州
鉄

道
株
式

会

社

『
第

一
〇
回

報
告
』

四
頁

。

同

右

、
五
頁

。

隅
谷

前
掲
書

、

二
五

四
ー

二
五

五
頁
。

九
州
鉄

道
株

式
会

社

『
第

一
〇
回

報
告
』

九
頁

。

九
州
鉄

道
株

式
会

社

『
第

一
一
回

報
告
』

一
〇
頁

。

同

右

。

同

右
、

二

二
-

二
三
頁

。

四
、
日
清
戦
時
下
に
お
け
る
第

一
次
発
展

こ
の
節
に
於
て
は
主
に
日
清
戦
時
下
に
あ
た
る
明
治
二
七

二

八
九
四
)
年
度
上

期
か
ら
二
八

(
一
八
九
五
)
年
度
上
期
ま
で
の
三
営
業
期
間
を
考
察

の
対
象
と
す
る
。

↓

資
金
調
達
と
株
主
構
成

(
a
)

資
金
調
達

一鵬一



ま
ず
第
2
表
に
よ

っ
て
こ
の
時
期
の
資
本

調
達
状
況
を
見
る
と
、
前
節
で
見
た
如

く
二
五
年
度
上
期
以
来
建
設
費
が
払
込
資
本

金
を
上
回

っ
て
お
り
、
こ
の
自
己
資
本

不
足
を
銀
行
の
当
座
借
越
や
社
債
の
発
行

に
よ

っ
て
補

っ
て
い
た
が
、
二
七
年
度
上

期
に
至
る
と
設
立
時
の
予
定
線
区

の
最
終
部

分
で
あ
る
長
崎
、
佐
世
保
線
等

の
建
設

が
日
程
に
の
ぼ

っ
て
き
た
た
め
新
た
な
資
金
調
達
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

こ
の
た
め

二
七
年
四
月
の
臨
時
株
主
総
会

に
於
て
未
着
工
の
工
区
起
工
の
た
め
新
株
七
万
株
を

募
集
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
資
本
金
は
当

初
予
定
さ
れ
て
い
た

一
一
〇
〇
万
円
に

達
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
新
株
募
集
は

「株
主
ヨ
リ
任
意

二
申
込

マ
シ
メ
而
ノ

申
込
高
募
集
株
数
七
万
株
以
上

二
超
過
シ
タ

ル
時

ハ
申
込
株
数
其
持
株
ノ
十
五
分
ノ

七
以
上

二
当
ル
分
ノ
ミ
所
有
株
数

二
割
合
逓
減

ス
」
と

い
う
方
法
で
同
年
八
月

一
五

日
を
期
限
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
募

集
は
結
果
は

「申

込
株
数
壱
万
六
千
七
百

株

ニ
シ
テ
五
万
参
千
参
百
株

ハ
募
集
未
済

二
属
セ
リ
」
と

い
う
不
振
に
終

っ
た
。

こ
れ
は

「新
株
募
集
の
時

に
際
し
金
融
上

に
非
常
の
変
動
を
来
せ
し
為
め
」

で
あ

っ

た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

「金
融
上
の
非
常
の
変
動
」
が
日
清
戦
争

に
起
因
す
る

も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

こ
の
よ
う
な
新
株
募
集
の
不
振
の
結
果
、

応
募
株
の
払
込
み
も
第

一
回
分
五
円

に
止
め
、
残
株
は
時
期
を
見
て
追
加
募
集

す
る

こ
と
と
し
、
布
設

の
完
了
し
て
い
な

い
線
区

の
工
事
も

一
時
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
残
株

の
募
集
は
同
二
七
年
の

一
二
月
に
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
募
集
要

項
は
翌
二
八

二

八
九
五
)
年
二
月

一
〇
日
を
期
限
と
し
て
、
期
限
日
現
在
の
株
主(
9
)

よ
り
持
株

一
〇
〇
株
に
付
最
低
三
五
株
の
割
合
で
募
集
す
る
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。(
10

)

こ
の
募
集
の
結
果
は
良
好

で
、
応
募
株
数
は
募
集
株
数
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
。

こ
の
新
株
の
第

一
回
の
株
金
募
集
は
同
年
三
月

一
〇
日
を
期
限
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
同
じ
二
七
年
度
下
期

に
於
て
旧
株

(創
立
時
の

一
五
万
株
)
の
第
九
回
株
金
募

集
が

一
株

に
付
三
円
払
込
み
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
二
七
年
度
下
期
以
降
株
金
募

集
が
可
能

に
な

っ
た
の
は
、
二
七
年
以

降
そ
れ
ま
で
払
込
み
価
格
を
下
回

っ
て
い
た
株
価
が
上
昇
に
転
じ
、
四

一
円
払
込
み

株

の
平
均
株
価
が
二
七
年
に
は
四
四
円
と
な
り
、
更
に
二
八
年

に
は
五
四
円
に
急
騰

し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
二
八
年
度
上
期
に
至
る
と
、
八
月
に
大
阪
で
開
か
れ
た

臨
時
株
主
総
会

に
於
て
更

に
五
五
〇
万
円
の
増
資
を
行

い
資
本
金
総
額
を

一
六
五
〇

(
14

)

万
円
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
二
七
年
か
ら
二
八
年

に
か
け
て
九

鉄
の
資
本
金
は
七
五
〇
万
円
か
ら

一
六
五
〇
万
円

へ
と
二

・
二
倍
に
急
増
す
る
こ
と

と
な

っ
た
。

こ
の
五
五
〇
万
円

二

一
万
株
)
の
増
資
の
払
込
期
日
方
法
に
つ
い
て
は

「四
百

七
万
円
二
至
ル
株
金
ノ
払
込

ハ
工
事
竣
工
予
定
期
限
内
数
回

二
分
チ
毎
回
三
十
日
以

上
ヲ
隔
テ
各
株
式

二
付

一
回
金
拾
円
以
内
ト
シ
残
額
百
四
拾
参
万
円

ハ
社
債
償
還
期

限
内
数
回
二
分
チ
毎
回
三
十
日
以
上

ヲ
隔
テ
各
株
式

二
付

一
回
金
拾
円
以
内
ト
ス
」

と
規
定
さ
れ
た
。

(
b
)

株
主
構
成

次

に
こ
の
時
期
に
於
け
る
株
主
構
成
の
分
析
に
入
る
。
ま
ず
二
七
年
度
上
期
末
時

点
で
の
大
株
主
構
成
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
4
表
に
示
さ
れ
る
如
く
岩
崎
久
弥
が
二

万
六
四
三
株
を
所
有
し
て
筆
頭
株
主
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。

つ
ま
り
岩
崎
は
前
節

で
見
た
二
六
年
四
月
時
点
よ
り

一
年
半
余
で
更
に

一
万
株
余
り
を
増
加
さ
せ
持
株
を

倍
増
さ
せ
て
い
る
。
次

い
で
三
井
銀
行
が
総
株
数
の
四

・
三
%
に
当
た
る
六
五
五
〇

株
を
所
有
し
二
位
を
占
め
て
い
る
。
以
下
、
大
阪
の
共
立
合
資
、
井
上
保
次
郎
、
島

徳
次
郎
、
住
友
吉
左
衛
門
、
田
中
市
兵
衛
、
静
岡
の
足
立
孫
六
、
山
梨

の
雨
宮
広
光

等
が

一
〇
位
内
大
株
主
を
構
成
し
て
い
る
が
、
岩
崎
、
三
井
を
除
く
と
皆
二
%
～

一

%
以
下
の
持
株
比
率
に
過
ぎ
ず
、
岩
崎

(三
菱
)
の

=
二
・
八
%
と

い
う
持
株
比
率

は
他
を
抜
き
ん
で
て
い
た
。

ま
た
第
3
表
に
よ

っ
て
明
治
二
七
年
度
上
期
時
点
で
の
株
式
の
地
域
別
分
布
を
見

る
と
、
東
京
四

一
%
、
大
阪
二
五
%
、
熊
本
八
%
、
福
岡
四
%
、
佐
賀
二
%
、
兵
庫

二
%
、
長
崎
二
%
と
続

い
て
い
た
。

つ
ま
り
東
京
、
大
阪
両
地
域
の
株
主

の
持
株
を

合
計
す
る
と
総
株
数
の
六
六
%
を
占
め
、
更

に
こ
れ
に
地
元
の
発
起
四
県
の
持
株
を

合
計
す
る
と
総
株
数
の
八
三
%
を
占
め
た
。
二
一二
年
時
点
と
比
較
す
る
と
東
京
が
六
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%
、
大
阪
が

一
%
の
増
加
と
な

っ
て
い
る
。
実
数
で
見
る
な
ら
東
京
在
住
株
主

の
持

株
は
二
一二
年
時
点
よ
り
全
体
と
し
て
九
五
七

二
株

の
増
加
と
な

っ
て
い
る
が
、
先
に

見
た
岩
崎

(三
菱
)
の
こ
の
間
の

一
万
七
千
株
余

の
増
加
を
考
え
る
な
ら
、
こ
の
間

岩
崎
以
外
の
東
京
株
主
は
全
体
と
し
て
七
四
〇
〇
余
株
を
逆
に
減
少
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
東
京
在
住
株
主
の
数
が
五
九
八
名
か
ら
三
五
五
名

へ
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
で
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

つ
ま
り

こ
の
時
期
の
東
京
在
住
株
主
の
持
株
増
加

は
中
小
株
主
の
大
幅
な
減
少
を
超
え
る
岩
崎
等

の
超
大
株
主

の
持
株
増
に
よ

っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
阪
株
主
は
全
体
と
し
て
は
持
株
数
、
比
率
共
に
二

三
年
時
と
ほ
と
ん
ど
変
化
を
見
せ
て
い
な

い
。
地
元
発
起
四
県
の
持
株
比
率
の
合
計

は

一
六
%
で
創
立
直
後
以
来
の
減
少
傾
向
が
二
三

年
以
降
も
続

い
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
も
佐
賀
、
福
岡
の
持
株
比
率
の
減
少
と
熊
本
の
相
対
的
増
加
が
目
に

つ
く
。

ま
た
株
主
数
で
見
る
と
、
;

二
年
時
の
二
五
六
六
名
か
ら

一
九
三
三
名

へ
と
二
五

%
の
減
少
と
な

っ
て
い
る
。
地
域
別
比
率
で
は
熊
本
二
〇
%
、
大
阪

一
九
%
、
東
京

一
八
%
、
福
岡

一
一
%
、
佐
賀
七
%
、
長
崎
四
%
と
続

い
て
い
る
。
二
一二
年
時
と
比

較
し
て
東
京
は
実
数
で
四
〇
%
、
比
率
で
五
%
の
大
幅
な
減
少
と
な

っ
て

い
る
の
に

対
し
、
大
阪
は
実
数
で
ほ
と
ん
ど
変
化
な
く
、
比
率
で
は
五
%
増
と
な

っ
て
い
た
。

ま
た
地
元
発
起
四
県
は
熊
本
を
除

い
て
は
実
数
、
比
率
共

に
減
少
し
て

い
る
。

二
一二
年
か
ら
こ
の
時
期

に
か
け
て
の
株
主

の
変
化
を
全
体
と
し
て
見
る
な
ら
、
東

京
、
九
州
及
び
各
地
の
中
小
株
主
の
減
少
を
補
う
形
で
岩
崎

(
三
菱
)
等
の
超
大
株

主
の
持
株
増
加
が
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

そ
の
後

の
日
清
戦
時
下

に
於
け
る
変
化
を
見
る
と
、
第
3
表
に
見
る
如
く
二
八
年

度
上
期
末
に
於
て
東
京
在
住
株
主
の
持
株
比
率
が
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第

4

表
に
見
る
如
く
岩
崎
久
弥
が
こ
の
期
に
於
て
七
千
株
余
を
減
少
さ
せ
て
い
た
た
め
で

あ

っ
た
。
そ
の
他
藤
田
組
が
二
八
年
度
上
期
末
の
株
主
表
で
は

一
〇
位
内
大
株
主

に

進
出
し
て
い
る
。

こ
れ
は
二
七
年
度
下
期
来

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
投
機
筋
と
し

て
知
ら
れ
る
三
重
の
諸
戸
清
六
が
二
八
年
度
上
期
に
は
岩
崎
(三
菱
)、
三
井
に
次
ぐ

大
株
主
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
他
二
七
年
度
下
期
に
於
け
る
増
資
に
伴

っ
て
各
株
主

の
持
株
の
増
加
は
見
ら
れ
る
も
の
の
そ
の
比
率
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な

い
。

こ

の
た
め
地
域
別
持
株
比
率
に
も
大
き
な
変
化
は
な
か

っ
た
。

口

営
業
状
況

こ
の
時
期
の
営
業
状
況
を
第
2
表
及
び
第

1
～
5
図
に
よ

っ
て
概
観
す
る
と
、
二

七
年
度
上
期
に
至
り
二
六
年
度
来

の
営
業
収
入
の
増
加
傾
向
が
本
格
化
し
、
他
方
で

の
営
業
費
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
期
純
利
益
も
増
加
す
る
と
共
に
、
配
当
率
も

七
～
八
%
台
を
回
復
し
て
い
る
。
以
下
こ
の
よ
う
な
日
清
戦
時
下
の
営
業
発
展
の
詳
細

を
第
2
表
を
中
心
と
し
て
各
営
業
期
ご
と
に
分
析
す
る
。

ま
ず
二
七
年
度
上
期
に
至
る
と
熊
本

・
川
尻
間
の
開
通
に
よ
り
、
二
四
年
度
下
期

以
来
の
営
業
哩
数
の
増
加
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
前
期
比
○

・
六
%
に
止

っ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
営
業
収
入
は
前
期
比
二
〇
%
増
と
い
う
大
幅
な
増
収
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
営
業
費
は
前
期
比

一
三
%
増
に
止

っ
て
い
る
。
ま
た
営
業
外
収
入
は

前
期
と
ほ
と
ん
ど
変

っ
て

い
な

い
。

こ
の
た
め
収
支
比
率
は
二
一二
年
度
上
期
以
来

の

高

い
値
と
な

っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
こ
の
収
支
比
率
の
高
さ
は
創
立
初
期
の
特
殊
な

状
況
下
に
あ

っ
た
二
二
年
度
下
期
、
二
一二
年
度
上
期
を
除
く
と
、
九
鉄
の
全
営
業
期

間
中
最
高
の
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
高
収
益
率
を
も
た
ら
し
た
原
因
と
し
て

営
業
費
が
今
だ
二
四
年
以
来

の
経
費
節
減
に
よ
る
低
水
準
に
あ

っ
た
の
に
対
し
、
営

業
収
入
が
二
六
年
以
来
急
速
に
拡
大
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
結
果
当
期
純
利
益
も
前
期
比
二
七
%
増
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
払
込
資
本
利

益
率
も
八

・
○
%
に
上
昇
し
た
が
、
こ
れ
も
営
業
開
始
直
後
以
来
の
値
で
あ

っ
た
。

従

っ
て
積
立
金
や
賞
与
金
を
差
し
引
い
た
後
の
配
当
率
も
七

・
○
%
と
開
業
以
来
二

番
目
の
高

い
値
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
営
状
況

の
好
転
を
も
た
ら
し
た
最
大

の
原
因
で
あ
る
営
業
収
入
増

の
内
訳
を
見
る
と
、
乗
客
収
入
前
期
比

一
七
%
増
、
貨
物
収
入
前
期
比
二
%
増
と
共

に
大
幅
な
増
収
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
乗
客
収
入
が

「
日
清
開
戦
セ
シ
為
メ
殊

二

旅
客
ノ
多
数
ナ
リ
シ
ト
熊
本
川
尻
間
営
業
開
始
ト

ニ
」
よ

っ
て
大
き
く
伸
び
る
と
共

に
、
貨
物
収
入
も

「三
池
及
筑
豊
各
地
ノ
石
炭
前
季

二
引
続
キ
倍
輸
送
ノ
増
加
セ
シ
」
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た
め
大
幅
な
増
収
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
7
表
に
よ
っ
て
も
石
炭
輸
送
量
は
大

幅
な
増
加
を
示
し
た
前
期
よ
り
も
更

に

一
一
%
増
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
貨
物
総
量

は
前
期
比

一
九
%
増
と
な

っ
て
お
り
、
石
炭
以
外

の
諸
貨
物
も
大
幅
な
増
加
を
示
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
石
炭
輸
送
量
増
加
の
最
大
の
原
因
は
二
七
年
に
入

っ
て
か
ら
の
石
炭
市
況
の
急
速
な
回
復
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(2。
)

他
方
営
業
費

の
中
で
は
汽
車
費
の
増
加
が
め
だ

つ
が
、
こ
れ
は
石
炭
費
、
人
件
費

車
両
修
理
費
等

の
増
加
に
よ
る
も
の
が
大
き
か

っ
た
。

ち
な
み
に
こ
の
期
に
於
て
も
第
5
表
に
見
る
如
く
九
八
名

の
社
員
の
増
員
が
な
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
二
四
年
度
上
期
よ
り
四
分

の

一
を
辞
退
し
て
三
〇
〇
円
と
な
り
、

更
に
二
五
年
度
下
期
か
ら
は
二
〇
〇
円
に
減
額
と
な

っ
て
い
た
社
長
の
俸
給
を

こ
の

期
よ
り
三
〇
〇
円
に
ま
で
引
き
上
げ

て
い
た
。

続

い
て
二
七
年
度
下
期
に
至
る
と
川
尻

・
松
橋
間
の
開
通
に
よ
り
開
業
哩
数
は
前

期
比
で
三
%
増
加
し
た
α

こ
れ
に
対
し
て
営
業
収
入
は
前
期
比
二
八
%
増
と
い
う
前

期
を
上
回
る
大
幅
な
伸
び
率
を
示
し
て
い
た
。
他
方
営
業
費
も
前
期
比
二
二
%
増
と

な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

一
方
で
社
債
利
子
支
払
の
開
始
に
伴
う
営
業
外
費
用
の
急

増
と
営
業
外
収
入
の
減
少
が
あ

っ
た
た
め
、

経
常
収
支
比
率
は
前
期
の
三
四

一
か
ら

二
四

一
へ
急
落
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
当
期
純
利
益
も
前
期
比
六
%
増
に
止

っ
た
。

他
方

こ
の
期
に
於

て
は
二
五
年
度
上
期
以
来

の
払
込
資
本
の
七
%
の
増
加
も
あ

っ
た

た
め
、
払
込
資
本
利
益
率
は
前
期
比
○

・
一
%
減

の
七

・
九
%
に
止

っ
た
が
、
前
期

越
高
が
大
き
か

っ
た
た
め
配
当
率
は
逆
に
前
期
よ
り
○

・
四
%
上
昇
し
て
七

・
四
%

と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
期
に
お
け
る
営
業
収
入
の
内
訳
を
見

る
と
、
乗
客
収
入
が
前
期
比
二

一
%
増

で
あ
る
の
に
対
し
、
貨
物
収
入
は
前
期
比
四

二
%
増
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
収

入
増
は
主

に
日
清
戦
争
に
よ
る

「軍
隊
軍
夫

ノ
輸
送
軍
器
根
食
品
ノ
運
搬
等

ノ
事
ア

リ
シ
為
メ
之

二
伴

ハ
レ
テ
自

ラ
乗
客
貨
物
ノ
数
量
増
加
」
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
同
期
に
お
け
る
軍
事
輸
送
収
入
は
三
八
千
円
に
達
し
、
営
業

収
入
の
九
%
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の
期
の
営
業
収
入
の
伸
び

の
三

分
の

一
以
上
は
軍
事
輸
送
収
入
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
第
8
表
と
較

べ
る
と
乗
客
人
員
数
や
貨
物
量

の
増
加
以
上
に
収
入
の
増
加
が

大
き
い
が
、
こ
れ
は

「
乗
客
貨
物
ノ
門
司

二
向
ケ
出
入
ス
ル
モ
ノ
日
ヲ
逐
ケ
増
進
シ

其
輸
送
長
途

二
渉
ル
モ
ノ
多
キ
ト
昨
夏
以
来
船
舶

ノ
欠
乏
ヨ
リ
鉄
道

ニ
ョ
リ
テ
出
入

ス
ル
貨
物
多
キ
ヲ
致
シ
従
テ
車
両
ノ
不
足
ヲ
告
ク
ル
状
況
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
運
賃
特
約

割
引

ノ
歩
合

ヲ
変
更
シ
タ
ル
ト

ニ
由
ル
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
事
実
第
8
表
に
よ

っ
て
も
貨
物
重
量
は
前
期
比
七
%
増
に
過
ぎ
な

い
の
に
対
し
て
、
貨
物
収
入
は
前
述

の
如
く
四
二
%
も
の
増
加
と
な

っ
て
い
る
。

他
方
、

「
川
尻
松
橋
間
ノ
営
業
ヲ
開
始
シ
タ
ル
ト
営
業

ノ
盛
況

二
伴

ハ
レ
テ
業
務

(
27

)

ヲ
拡
張
シ
タ
ル
ト

ニ
ヨ
リ
駅
員
其
他

二
多
少
ノ
増
員
ヲ
ナ
シ
タ
ル
為
メ
」
と

「
日
清

事
件
ノ
為

メ
本
季

ハ
軍
隊

ノ
輸
送
馬
匹
貨
物

ノ
運
搬
殊

二
頻
繁

ニ
シ
テ
従
テ
車
両
ノ

修
繕

二
多

ク
ノ
費
用
ヲ
要
セ
シ
ノ
、、・
ナ
ラ
ズ
之
力
為
メ
屡
臨
時
列
車
ヲ
増
発
シ
タ
ル

ヲ
以
テ
列
車

ノ
走
行
哩
程
前
季
ヨ
リ

一
万
六
千
七
百
四
十

一
哩
ヲ
増
加
シ
之

二
要
セ(
28
)

シ
石
炭
油
脂
等
ノ
数
量
増
加
シ
タ
ル
上

二
其
代
価
モ
亦
前
季

二
比
シ
テ
高
価
ナ
リ
シ
」

と

い
っ
た
要
因
が
加
わ

っ
て
大
幅
な
営
業
費
増
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た

『報
告
』
に
も
あ
る
如
く
営
業
の
伸
展
に
つ
れ
て
こ
の
期
に
お
い
て
も

一
二

〇
名
の
社
員

の
増
員
が
な
さ
れ
、
第
5
表
に
見
る
如
く
社
員
数
は
前
期
比

一
一
%
増

の

一
一
七
九
名
と
な

っ
て
い
る
。

続

い
て
二
八

二

八
九
五
)
年
度
上
期
に
至
る
と
小
倉

・
行
事
(行
橋
)、
佐
賀

・

武
雄
間
の
営
業
開
始
に
よ
り
、
営
業
路
線
哩
数
は
前
期
比
二
三
%
増
と
な

っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
営
業
収
入
は
前
期
比
二
四
%
増
、
営
業
費
は
前
期
比
二
九
%
増
と
な

っ

て
い
る
。
し
か
し
営
業
外
収
入
の
増
加
が
あ

っ
た
た
め
収
支
比
率
は
前
期
よ
り
僅
か

に
上
昇
し
て
二
四
八
と
な

っ
た
。
し
か
も
同
期
に
於
て
は
二
四
年
度
下
期
以
来
の
政

府
特
別
補
助
金
収
入
が
八
四
千
円
も
あ

っ
た
た
め
、
当
期
純
利
益
は
前
期
比
六
三
%

増
と

い
う
九
鉄
始

っ
て
以
来

の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
同
期

に
お
け
る

払
込
資
本
利
益
率
は
前
期
よ
り
三

・
六
%
増
加
し
て

一
一
・
五
%
に
達
し
て
い
る
。

し
か
し

一
方
で
こ
の
特
別
補
助
金
分
に
当
る
八
四
千
円
を
配
当
積
立
金
と
い
う
特
別
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(
30
)

項
目
に
よ

っ
て
次
期
以
降

に
繰
り
越
し
た
た
め
、
同
期

の
配
当
率
は
前
期
比
○

・
八

%
増
の
八

・
二
%
に
止

っ
て
い
る
。

営
業
収
入
の
内
訳
を
見
る
と
乗
客
収
入
は
前
期
比
三
二
%
増
と
大
き
く
伸
び
て
い

る
の
に
対
し
て
、
貨
物
収
入
は
前
期
比
八
%
増
に
止

っ
て
い
る
。

「毎
年
上
半
季
ノ

収
入

ハ
之
ヲ
下
半
季
ノ
収
入
二
比
ス
レ
ハ
概
シ
テ
少
ナ
キ
ヲ
例
ト
シ
且
前
季

ハ
船
舶

大

二
欠
乏
ヲ
告
ケ
海
運
極
メ
テ
不
便
ナ
リ
シ

モ
当
春
以
来
商
船

ノ
航
海
漸

ク
旧
時

二

復
セ
ン
ト
ス
ル
景
況
ナ
ル
ニ
本
季

ハ
前
期

ヨ
リ
収
入
ノ
減
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
」、
却

っ
て
増
加
を
示
し
た
の
は

「前
期

二
引
続
キ
軍
隊
軍
夫
ノ
輸
送
軍
器
根
食
品
等
ノ
運

搬

ア
リ
シ
ニ
因

ル
ト
錐
ト
モ
抑
亦
社
会
ノ
発
達
日

二
其
度
ヲ
進

メ
九
州
ノ
商
工
業

ハ

勿
論
各
事
物
ノ
漸

ク
隆
昌
ヲ
致

ス
ト
同
時

二
鉄
道

二
依
テ
運
輸
交
通
ノ
便
ヲ
資

ル
ノ

(32

)

慣
習
日

一
日
ヨ
リ
増
長
セ
シ
」
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
五
月
二
五
日

よ
り
七
月
六
日
に
か
け
て
は
第
六
師
団
凱
旋
部
隊
輸
送
に
よ
る
車
両
不
足
の
た
め
、

(
33

)

通
常
列
車

=
二
回
を
臨
時
運
休
し
て
い
る
ほ
ど
で
、
同
期
に
お
け
る
軍
事
輸
送
収
入

(
34
)

は
四

一
千
円
に
達
し
、
こ
れ
は
営
業
収
入
の
八
%
を
占
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
貨
物
収
入
が
微
増
に
止

っ
て
い
る
の
は
、
第
7
表
に
見
る
如
く
石
炭
輸

送
等
の
微
減
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
石
炭
輸
送
の
微
減
の
原
因
に

つ
い
て
、

『報
告
』
は

「本
年
八
月
豊
州
鉄
道
ノ
開
業

以
来
田
川
地
方
ノ
石
炭
ノ
行
事
線

二
由

テ
門
司

二
出
テ
シ
モ
ノ
モ
少
ナ
カ
ラ
ザ
リ
シ
然
ル
ニ
本
季
間
石
炭
運
搬
ノ
高
却
テ
前

半
季
ヨ
リ
較
ヤ
少
額
ナ
リ
シ

バ
一
時
取
引
沈
滞
市
価
不
振
ノ
為

メ
門
司

二
出
炭
セ
シ

(
35

)

モ
ノ
減
セ
シ
コ
ト
ア
ル
」
に
よ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
同
期
に
於
て
九
鉄

の
小

倉

・
行
事

(行
橋
)
間
が
開
通
す
る
と
同
時

に
、
や
は
り
同
期
中

の
八
月
よ
り
豊
州

鉄
道
が
営
業
を
開
始
し
、
行
橋

・
伊
田
間
が

開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
筑
豊
の
田
川

地
方
の
石
炭
を
豊
州
鉄
道

・
九
鉄
行
事
線
を
経
由
し
て
門
司
ま
で
直
通
で
出
炭
す
る

こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
し
か
し
同
営
業
期

に
お
け
る
行
事

(行
橋
)
線
の
営
業
日

数
が

一
ケ
月
余
で
あ

っ
た
た
め
、
同
期
の
行
橋
駅
に
於
け
る
取
扱
貨
物
斤
数
は
総
輸

送
貨
物
重
量
の
二
%
に
当
る
五
七
四
九
千
斤

に
止

っ
て
い
た
。

ま
た
営
業
費
増
の
原
因
と
し
て
は
、

「
小
倉
行
事
問
佐
賀
柄
崎
間
三
十
二
哩
四
十

四
鎖

ノ
線
路
ヲ
開
業
シ
駅
員
其
他

ノ
増
員
ヲ
ナ
シ
タ
ル
為
み
眼
)等
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
事
実
、
第
5
表
に
見
る
如
く
社
員
数
は
三
六
〇
名
も
増
え
、
前
期
比
三

一
%

増
の
大
幅
な
増
員
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
営
業
費
中
特
に
保
存
費
が
前
期
比
四
八

%
増
と
突
出
し
て
い
る
の
は
、
人
件
費
増
の
他
、
二
度
の
台
風
に
よ
る

「風
災
ノ
為

メ
修
繕
費

ニ
モ
亦
多
額
ヲ
要
シ
タ
恥
3
)
た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

口

小

括

こ
の
節
で
分
析
の
対
象
と
し
た
日
清
戦
時
下
を
中
心
と
す
る
二
七
年
度
上
期
か
ら

二
八
年
度
上
期
に
於
て
の
経
営
状
況
を
総
合
す
る
と
、
資
金
調
達
面
で
は
株
価
の
好

転
も
あ

っ
て
二
七
年
度
下
期
に
増
資
が
実
施
さ
れ
二
四
年
以
来

の
自
己
資
本

の
調
達

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
営
業
面
で
も
前
期
来
の
石
炭
輸
送
の
増
加
や
、
軍
事
輸
送
を
中

心
と
す
る
輸
送
需
要

の
急
増
に
よ
り
第
1
図
に
見
る
如
く
収
入
も
大
き
く
増
大
し
、

そ
れ
に
伴

っ
て
当
期
純
利
益
も
第
4
図
に
見
る
如
く
二
四
年
度
上
期
の
水
準
に
復
す

る
と
共
に
そ
れ
を
超
え
て
増
加
し
て
い
た
。
ま
た
経
常
収
支
比
率
が
第

3
図
に
見
る

如
く
二
七
年
度
上
期
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
低
下
し
て
い
る
の
は
、
人
員
増
を
中
心
と

し
た
経
費
増
に
も
よ
る
が
、

一
つ
に
は
二
七
年
度
下
期
以
降
社
債
利
子
支
払
が
発
生

し
た
た
め
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。

こ
の
よ
う
に
二
七
年
度
上
期
か
ら
二
八
年
度
上
期
に
至
る
こ
の
時
期
は
、
補
助
金

収
入
を
失

っ
て
失
速
し
て
い
た
九
鉄
経
営
が
、
筑
豊
興
業
鉄
道
と
の
連
絡
開
始
に
よ

る
石
炭
輸
送

の
増
大
や
軍
事
輸
送
に
支
え
ら
れ
て
新
た
な
本
格
的
発
展
を
開
始
し
た

時
期
と
言

い
得
る
で
あ
ろ
う
。

猶
、
こ
の
時
期
株
主
で
は
岩
崎

(三
菱
)
が
他
を
引
き
離
し
て
筆
頭
株
主
の
地
位

を
守
り
、
三
井
が
そ
れ
に
続

い
て
い
た
。

「九

鉄

株
主
総

会
決

議

」

(
『
福
岡

日

々
新
聞
』

明
治

二
七
年

四
月

二
九

日

)。

九
州
鉄

道

株
式
会

社

『第

=

一回
報

告
』

七
-

八
頁

。

同
右

。

「
九

州
鉄
道

会
社

株
主

募
集

広

告
」

(
『
福

岡
日

々
新
聞
』

明

治

二
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七
年
七

月

二
四

日

)。

九
州
鉄

道
株

式
会

社

『
第

一
二
回
報
告

』

↓
五
頁

。

「
九

州
鉄
道

会
社

臨
時

総
会

議
案

」

(
『
福
岡

日

々
新

聞
』

明

治

二

七
年

一
〇

月

二
三

日
)
。

日
清

戦
争

勃
発

時

の
金
融

逼
迫

の
状

況

に

つ

い
て
は
長

岡
新

吉

『
明

治

恐
慌

史
序

説
』

(東
大

出

版

昭
和

四
六
年

)
七

一
頁
を

参

照

さ
れ

た

い
。

「
九

州
鉄
道

会
社

総
会

に
就

い
て
」

(
『
福
岡

日

々
新

聞
』

明
治

二

七
年

一
〇

月

=

二
日
)
。

「九

州
鉄

道
会

社
株
式

募

集
広

告
」

(
『
福

岡

日

々
新
聞

』

明
治

二

七
年

=

]月

二

日

)
。

「
九
鉄

新
株

募
集

の
結

果
」

(
『福

岡

日

々
新

聞
』

明
治

二
八
年

二

月

一
七

日

)。

「
九
州
鉄

道

株
式
会

社
株
式

募

集

広
告
」

(

『福
岡

日
々
新
聞

』

明

治

二
七

年

一
二
月

一

一
日

)
。

九
州

鉄
道

株
式
会

社

『
第

=
二
回
報
告

』
七
頁

。

前

掲

『東

京
株
式

取
引

所
史

』
統

計
八

二
頁
。

九
州
鉄

道
株

式
会

社

『
第

一
四

回
報
告
』

七
頁

。

同

右

、
七
-

八
頁

。

「
株

主
氏
名

表
」

(九

州
鉄

道
株
式

会
社

『
第

一
三

回
報
告

』
)

一
頁

。

九

州
鉄

道
株
式

会

社

『
第

一
二
回
報

告
』

九
頁

。

同

右

、

一

一
頁

。

同

右
。

隅

谷
前

掲
書

、

二
五
五

頁
。

九

州
鉄

道
株
式

会

社

『
第

一
二
回
報

告
』

二
三

ー

二
四
頁

。

同

右
、

七
頁

。

九
州

鉄
道

株
式

会
社

『第

一
三
回
報

告
』

七
頁

。

同
右

、

九
頁

。

九

州
鉄
道

株
式

会
社

『第

一
五

回
報

告
』

一
九
頁

。

九
州

鉄
道

株
式
会

社

『第

=

二
回
報
告

』
九

頁
。

同
右

、

一
四

頁

。

同

右

。

九
州

鉄

道
株
式

会

社

『
第

一
四
回
報

告
』

八
頁

。

同

右

、
四
頁

。

同
右

、

一
〇
頁

。

同
右

。

同
右

、

=

一頁

。

九
州
鉄

道

株
式
会

社

『
第

一
五

回
報

告
』

一
九
頁

。

九
州
鉄

道

株
式
会

社

『
第

一
四
回

報
告
』

一
〇
頁

。

同
右

、

一
六
頁

。

同
右

。

五
、
日
清
戦
後
に
お
け
る
第
二
次
発
展

こ
の
節
に
於

て
は
日
清
戦
後

の
二
八

(
一
八
九
五
)
年
下
期
か
ら
二
九

二

八
九

六
)
年
度
下
期
ま
で
の
三
営
業
期
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

O

資
金
調
達
と
株
主
構
成

(
a
)

資
金
調
達

ま
ず

こ
の
時
期
に
於
け
る
資
金
調
達
の
状
況
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
見

て
き
た
如
く
創
立
以
来

の
資
金
調
達
に
苦
ん
で
き
た
九
鉄
は
、
建
設
費
増
大
に
伴
う

資
金
不
足
増
大

の
中
で
日
清
戦
後
の
ブ
ー
ム
の
到
来
に
伴

い
積
極
的
な
資
金
調
達
に

乗
り
出
し
て

い
た
。
ま
ず
二
八
年
度
下
期
に
於
て
、
前
期
に
決
定
さ
れ
た
五
五
〇
万

円

二

一
万
株
)
の
増
資
に
伴
う
新
株
募
集
が
行
な
わ
れ
、
二
八
年

一
二
月
七
日
現

在
の
株
主
に
所
有
株
二
株
に
付

一
株
の
割
合

で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
期
日
ま
で
九
八

・
四
%

に
あ
た
る
に

一
〇
万
八
二
五
八
株

の
応
募
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
好
結
果

に
終

っ
た
の
は
二
八
年
に
な

っ
て
日
清
戦
後

の
ブ
ー
ム
の
中
で
九
鉄
の
株
価
も
急
騰
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し
、
前
年

に
年
平
均
で
四
四
円
で
あ

っ
た
四

一
円
払
込
み
株
が
二
八
年
に
は
年
平
均

で
五
四
円
に
上
昇
し
、
最
高
で
は
七
七
円
に
も
達
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
同
じ
二
八
年
度
下
期
中
の

一
〇
月
の
臨
時
株
主
総
会
に
於

て
資
金
調
達
に
関

し
て
次
の
決
定
を
下
し
て
い
た
。

、

将
来
金
融
ノ
状
況

ニ
ヨ
リ
株
金
ノ
払

込
二
代

フ
ル
ニ
社
債
ヲ
募
集

ス
ル
方
利

益
ナ
リ
ト
取
締
役
会

二
於
テ
認
メ
タ
ル
ト
キ

ハ
取
締
役
会

ハ
左
ノ
事
項
ヲ
議

定
シ
百
分
ノ
六
以
内

ノ
利
子
ヲ
以
テ
社
債
ヲ
募
集
シ
未
成
線
路
ノ
工
費

二
充

ツ
ヘ
シ
一
、
社
債
券
発
行
及
償
還
方
法

一
、
社
債

ノ
金
額
及
利
息

ノ
割
合

一
、
社
債
募
集

二
関
ス
ル
必
要
ノ
規
定

こ
れ
は
建
設
費
の
増
加
に
伴
う
将
来

の
資
金
不
足
に
備
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
現
に
第
2
表
に
見
る
如
く
二
八
年
度
上
期
か
ら
二
九
年
度
上
期
に
か
け
て
建
設

費
を
上
回

っ
て
い
た
払
込
資
本
金
も
二
九
年
度
下
期
に
は
再
び
建
設
費
を
下
回
る
に

至

っ
て
い
る
。

一
方
二
九
年
に
お

い
て
株
価

(
一
株

に
付
四

一
円
払
込
み
)
は
年
平
均
で
六
三
円

に
ま
で
上
昇
し
て
い
た
。

(b
)

株
主
構
成

次
に
第
3
表
及
び
第
4
表

に
よ

っ
て
こ
の
時
期
の
株
主
構
成
を
見
る
と
、
大
幅
な

増
資
の
中
で
若
干
の
変
化
が
窺
え
る
。
ま
ず
株
式

の
地
域
分
布
に
於
て
は
、
第

3
表

に
見
る
如
く
東
京
の
持
株
比
率
が
四
〇
%
前
後
を
維
持
し
続
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、

大
阪
の
持
株
比
率
は
二
八
年
度
下
期
の
増
資
以
降
急
速
に
低
下
し
、
二
八
年
度
上
期

の
二
九
%
か
ら
二
九
年
度
下
期
に
は

一
八
%

に
ま
で
至

っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て

逆

に
こ
の
時
期
急
速
に
持
株
比
率
を
高
め
て

い
た
の
が
熊
本
で
あ

っ
た
。
熊
本

の
持

株
比
率
は
二
八
年
度
上
期
の
八
%
か
ら
二
九
年
度
下
期
に
は

一
三
%
と
二
倍
近

い
増

加
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
熊
本

の
持
株
の
増

加
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
低
落
傾
向
を
続

け
て
き
た
地
元
資
本
も
こ
の
時
期
増
加
に
転

じ
て
い
る
。
ま
た
株
主
人
数

に
於
て
も

熊
本
株
主
の
急
速
な
増
加
が
目
だ

っ
て
い
る

)

次
に
第
4
表

に
よ

っ
て
大
株
主
の
構
成
を
見
る
と
、
増
資
に
伴

い
各
株
主
の
持
株

数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
持
株
比
率
で
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な

い
。

つ
ま
り
筆
頭
株
主

の
岩
崎
久
弥
は
二
八
年
度
上
期

に
若
干
低
下
し
て
以
来

の

一
〇
%

の
持
株
比
率
を
維
持

し
、
第
二
位
株
主
の
三
井
銀
行
は
若
干
持
株
比
率
を
上
昇
さ
せ

二
九
年
度
下
期
に
は
六

・
四
%
に
至

っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
二
九
年
度
下
期
に
至
る

と
足
立
孫
六
、
亀
田
介
治
郎
、
根
津
嘉

一
郎
と

い
っ
た
投
機
筋
が

一
〇
位
内
大
株
主

に
進
出
し
て
い
る
の
が
目

に
つ
く
。
ま
た
熊
本

の
九
州
商
業
銀
行
頭
取
上
羽
勝
衛
が

創
立
時
以
来
の
地
元
出
身

の

一
〇
位
内
大
株
主
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
先
に
見
た

こ
の
時
期
の
熊
本
株
主

の
急
増
と
合
わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
。

口

営
業
状
況

次
に
第

2
表
及
び
第

1
～
5
図
に
よ

っ
て
こ
の
時
期
の
営
業
状
況
を
見
る
と
、
営

業
収
入
、
営
業
費
共
に
増
加
傾
向
を

示
す
と
共

に
各
期
の
当
期
純
利
益
も
増
加
傾
向

を
維
持
し
、
配
当
率
も
八
～
九
%
台
に
上
昇
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
清
戦
後

の

営
業
発
展
の
詳
細
を
見
る
た
め
、
以
下
第
2
表
を
中
心
と
し
て
各
営
業
期
ご
と
の
分

析
に
入
る
。

ま
ず

二
八
年
度
下
期
に
於
て
は
営
業
路
線
哩
数
の
増
加
が
ほ
と
ん
ど
変
化
な

い
中

で
営
業
収
入
は
前
期
比

一
〇
%
増
と
な

っ
て
い
る
。
他
方
営
業
費
は
そ
れ
を
上
回
る

一
五
%
の
伸
び
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
同
期
よ
り
営
業
外

の
雑
収
入
と

い
う
項
目
が

勘
定
表
よ
り
姿
を
消
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
同
期
の
収
支
比
率
は
二
三
六
に
低

下
し
て
い
た
。

こ
れ
に
加
え
て
補
助
金
収
入
も
な
か

っ
た
た
め
こ
の
期
に
お
け
る
当

期
純
利
益
は
前
期
比

一
九
%
も
減
少
し
た
。
更
に

一
方
で
払
込
資
本
金
が

一
九
%
の

増
加
を
示
し
て
い
た
た
め
、
払

込
資
本
利
益
率
は
前
期
よ
り
三

.
三
%
も
減
少
し
て

八

・
二
%
に
留
ま

っ
た
。
し
か
し
、
前
期
よ
り
積
立
て
て
い
た
八
四
千
円
に
も
昇
る

配
当
積
立
金
を
全
額
取
り
崩
し
て
配
当
金
に
加
え
た
た
め
、
配
当
率
は
前
期
よ
り
却

っ
て

一
・
二
%
上
昇
し
て
九

・
四
%
と
こ
れ
ま
で
最
高
の
値
と
な

っ
た
。

こ
の
期
の
営
業
収
入
の
内
訳
を
見
る
と
、
乗
客
収
入
が
前
期
比
三
%
増
に
止

っ
て
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い
る
の
に
対
し
、
貨
物
収
入
は
前
期
比
二
二
%

の
増
加
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
期
に

於

て
は

「前
々
季
及
前
季

二
比
ス
レ
ハ
軍
隊
軍

夫
ノ
輸
送
軍
器
根
食
品
等

ノ
運
搬
至

テ
僅
少
ナ
リ
シ
ノ
、、・ナ
ラ
ス
前
季
以
来
商
船

ノ
航
海
漸

ク
旧
二
復
シ
本
季
間

二
入
テ

船
舶
ノ
数
大

二
増
加
シ
若
津
三
角
等
海
運
ノ
便

モ
亦
増
進
セ
シ
ニ
モ
拘

バ
ラ
ス
」
、

貨
物
輸
送
を
中
心
と
し
て
増
収
と
な

っ
た
の
は
、

「戦
勝

ノ
余
澤
社
会

ノ
発
達
ヲ
促

ス
コ
ト
益
急

ニ
シ
テ

一
般
ノ
事
業
大

二
勃
興
シ
運
輸
交
通
ノ
便

ヲ
鉄
道

二
資

ル
モ
ノ

倍
進
セ
シ

ニ
因
ル
モ
ノ
・
如
シ
殊

二
田
川
地
方

ヨ
リ
豊
州
鉄
道

ヲ
経
テ
門
司
小
倉

二

輸
送

ス
ル
石
炭
著
シ
ク
増
加
シ
其
運
搬
ノ
数
量

ハ
従
来

二
加
増

ス
ル
ニ
至
レ
リ
」
と

い
っ
た
事
情
が
あ

っ
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、軍
事
輸
送
収
入
は
前
期
の
三
分

分
の

一
以
下
の

一
万
三
千
円
に
減
少
す
る
と
共

に
、
第
7
表
に
見
る
如
く
石
炭
輸
送

量
は
前
期
よ
り
倍
増
し
、
こ
の
期
に
於
け
る
貨
物
輸
送
総
量
増
加
の
ほ
と
ん
ど
を
石

炭

で
占
め
る
に
至

っ
て
い
る
。
他
方
、
豊
州
鉄
道
と
の
連
絡
駅
で
あ
る
行
橋
駅
の
こ

の
期
に
お
け
る
取
扱
総
量
は
前
期
の
五
七
五
万
斤
か
ら

一
挙

に
二
二
倍

に
当
る

一
二

六
五
九
万
斤

に
激
増
し
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
田
川
地
方
か
ら
の
石
炭
で
あ

っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
行
橋
駅
の
貨
物
増
加
量
と
こ
の
期

に
於
け
る
石
炭

輸
送
増
加
量
は
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
。

つ
ま
り
こ
の
期

に
於
け
る
貨
物
輸
送
急
増

の
大
部

分
は
前
期
末
に
開
通
し
た
豊
州
鉄
道

・
九
鉄
行
橋
線

ル
ー
ト
の
本
格
的
稼
動
に
よ
る

田
川
地
方
石
炭
輸
送
の
増
加
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
二
五
年
度
上
期

以
来
貨
物
輸
送
総
量
中
の
比
率
が
低
下
し
て

い
た
石
炭
輸
送
量
も
二
四
年
下
期
以
来

の
六
〇
%
台

の
比
率
を
回
復
し
て

い
る
。

ま
た
営
業
費
増

の
原
因
と
し
て
は

「客
年
以
来
諸
物
価
騰
貴

ノ
為
メ
石
炭
費
油
脂
(
10

}

費
備
消
品
費
等

二
増
加
ヲ
来
シ
、
連
絡
輸
送
ノ
為

メ
車
類
使
用
料
著

シ
ク
増
加
」

し
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
期
に
於
て
も
九
六
名
の
増
員
が
な
さ
れ
、
社
員
は
前
期
比
六
%
増
の

一

六
三
三
名
と
な

っ
た
。

続

い
て
二
九

(
一
八
九
六
)
年
度
上
期
に
至

る
と
、
営
業
哩
数
は
前
期
と
変
化
な

い
中
で
営
業
収
入
は
前
期
比

一
六
%
増
ま
た
営
業
費
は

一
七

%
増
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
収
支
比
率
は
前
期
よ
り
若
干
L
昇
し
て
二
四
〇
と
な

っ
た
。
ま
た
当
期
純

利
益
も
前
期
比

一
七
%
の
増
加
と
な

っ
た
が
、

一
方
で
払
込
資
本
も
前
期
比

=
二
%

増
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
払
込
資
本
利
益
率
は
前
期
比
○

・
一
%
増
の
八

・
三
%
に

留
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
前
々
期
に
積
立
て
た
配
当
積
立
金
も
前
期
に
そ
の
全
額
を
取
り

崩
し
て
い
た
た
め
、
配
当
率
も
八

・
一
%
に
留
ま

っ
て
い
た
。

営
業
収
入
の
内
訳
で
は
乗
客
収
入

一
四
%
増
、
貨
物
収
入

一
五
%
増
と
な

っ
て
い

た
。
第
7
表
に
見
る
如
く
貨
物
輸
送
の
中
で
は
石
炭

と
木
材
の
輸
送
量
の
急
増
が
め

だ

つ
が
、
こ
の
原
因
と
し
て

「
石
炭

ハ
北
方

ヨ
リ
門
司

二
出
ル

ノ
道
漸
ク
開
ケ
又
田

川
地
方
ヨ
リ
豊
州
鉄
道

ヲ
経
テ
門
司
小
倉

二
出
ル
モ
ノ
大

二
増
加

ス
ル
ト
同
時

一二

方

ニ
ハ
山口同架
鉄
道

二
由
リ
着
車
荷
卸
ヲ
迅
速

ニ
シ
テ
以
テ
使
用
炭
車

ノ
往
復
度
数

ヲ

倍
進
セ
シ
故

二
前
期

二
比
シ
テ
四
割
強
分
強

ヲ
増
加
セ
リ
木
材

ハ
北
方
大
牟
田
豊
筑

ノ
各
炭
山

二
需
要
ス
ル
杭
木
井

二
兵
営
其
他

一
般
建
築
用
材
木

ノ
輸
送
頻
繁
ナ
リ
シ

ニ
因
リ
前
季

二
比
シ
テ
亦

タ
四
割
五
分
強
ヲ
増
加
セ
リ
」
と
い
っ
た
要
因
が
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
石
炭
は
全
輸
送
貨
物
の
六
八

・
五
%
を
占
め
る
に
至

っ

て
い
る
。

こ
の
石
炭
輸
送
の
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
前
期
か
ら
こ
の
期
に
か
け
て
、
先

の

『報
告
』
中
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る

「門
司
停
車
場
構
内

二
延
長
壱
哩
二
鎖
三
十
節

ノ
木
造
高
架
鉄
道
」
を
架
設
し
、
石
炭
荷
降
ろ
し
の
迅
速
化
を
図
る
と
共

に
、

「今

後
石
炭
運
搬
倍

々
増
化

ス
ル
ト
キ

ハ
到
底
単
線

ニ
テ
之
二
対
応
ス
ル
能

ハ
サ
ル
ニ
ヨ

リ
」
門
司

.
小
倉
間
を
複
線
化

し
て
い
た
。
ま
た
、
「三
井
三
池
炭
礦

事
務
所

二
属
ス

ル
運
搬
鉄
道
ト
ノ
接
続
ヲ
」
図
る
た
め
大
牟
田
線
の
複
線
化
も
実
施
さ
れ
て
い
た
。

一
方
炭
車
不
足
に
対
応
す
る
た
め
炭
車

一
〇
五
両
を
新
造
し
て
い
た
。

他
方
営
業
費
増
の
原
因
は

「事
業

ノ
進
張

ス
ル
ニ
伴
ヒ
線
路
及
ヒ
車
両

ノ
修
繕
勘

カ
ラ
サ
リ
シ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
駅
員
運
転
手
等
ノ
増
加
ト
諸
色
ノ
騰
貴

ヲ
極
メ
随

テ
各
種

ノ
経
費
多
キ
ヲ
要
セ
シ
ト

ニ
因
ル
」
と
さ
れ
て

い
る
。
事
実
営
業
費
の
内
訳
で
は
保

存
費
と
汽
車
費
の
増
加
が
め
だ
ち
、
社
員
も
第
5
表

に
見
る
如
く
二
〇

一
名
増
と
大

幅
に
増
え
、
前
期
比

一
八
%
の
増
員
と
な

っ
て
い
た
。
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続
く
二
九
年
度
下
期
に
於
て
は
松
橋

・
八
代
間
の
開
業
に
よ
り
営
業
路
線
は
前
期

比
七
%
増
と
な
り
、
そ
の
中
で
営
業
収
入
は
前
期
比
二

一
%
、
営
業
費
は

一
八
%
の

増
加
を
見
せ
て

い
た
。
こ
の
た
め
収
支
比
率
も
若
干
上
昇
し
て
二
四
六
に
至

っ
て
い

る
。
ま
た
二
八
年
度
上
期
以
来

の
補
助
金
収

入
も
あ
り
、
当
期
純
利
益
は
前
期
比
三

〇
%
増
と
な

っ
た
。

一
方
払

込
資
本

の
増
加

は
低
率

で
あ
っ
た
た
め
、
払
込
資
本
利

益
率
は

一
〇

・
一
%
に
上
昇
し
た
。

こ
れ
は
二
八
年
度
上
期
以
来

の
高
率
で
あ

っ
た
。

こ
の
期
の
営
業
収
入
の
内
訳
を
見
る
と
、

乗
客
収
入
は

一
三
%
の
伸
び
に
止

っ
て

い
る
の
に
対
し
、
貨
物
収
入
が
四
三
%
増
と
大

き
な
伸
び
を

示
し
て

い
る
の
が
目
に

つ
く
。
こ
れ
は

「主
ト
シ
テ
石
炭
穀
類
等
ノ
出
荷
多

カ
リ
シ
ニ
因
ル
石
炭

ハ
昨
年
来

市
価
ノ
騰
貴

二
随
ヒ
各
産
地
ヨ
リ
門
司

二
出

ル
者
及
南
筑
両
肥
ノ
各
駅
二
於
ケ
ル
小

ロ
ノ
需
要

二
供
給
ス
ル
モ
ノ
日

一
日
ヨ
リ
増
進
セ
シ

ニ
因
リ
其
運
送
額
前
季
ヨ
リ
三

割
五
分
ノ
増
加
ト
ナ
リ
米
穀

ハ
昨
秋
本
土

一
般
ノ
不
作
ナ
リ
シ
ニ
反
シ
九
州

ハ
特

二

豊
稔
ナ
リ
シ
ニ
因
リ
其

ノ
東
京
並

二
上
方

二
輸
出
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
殊

二
多
ク
其
他

一

般
ノ
貨
物

ハ
前
季
間

ヨ
リ
多
少
ノ
増
加
ヲ
見

サ
ル
モ
ノ
殆
ト
稀

ニ
シ
テ
金
属
木
材
砂

糖
塩
野
菜
魚
介
姻
草
酒
類
等

ハ
増
加
ノ
最
モ
大
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
っ
た
状
況

に

起
因
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
第
7
表

に
よ

っ
て
も
石
炭
が
前
期
比
三
四
%
増

と
な

っ
て

い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
貨
物
輸
送
総
量
全
体

で
も
前
期
比
三
九
%
増

と
大
幅
な
増
進
と
な

っ
て
い
た
。

他
方
営
業
費
増
の
原
因
は

「駅
員
運
転
手
等
ヲ
増
員
シ
タ
ル
ト
業
務
ノ
進
暢

二
随

ヒ
諸
種
ノ
費
用
ヲ
要
シ
タ
ル
ト
列
車
回
数

ノ
増
発

二
依
リ
運
転
哩
数
ノ
著
シ
ク
増
加

シ
タ
ル
ト
保
線
工
事
ノ
多
カ
リ
シ
上

一
般

ノ
物
価
ノ
昂
騰
セ
シ

ニ
因
ル
ト
ニ
外

ナ
ラ

ス
」
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
駅
員
、
運
転
手
等
の
増
員
に
伴

い
汽
車
費
、
運
輸
費
の

増
加
が
め
だ

っ
て
い
る
。

こ
の
期
に
於

け
る
増
員
は
二
四
五
名

に
及
び
、
社
員
数
は

第
5
表
に
見
る
如
く
前
期
比

=
二
%
増
の
二

一
七
六
名

に
達

し
て
い
た
。

口

小
括

こ
の
節

に
於
て
分
析
の
対
象
と
し
た
二
八
年
度
下
期
か
ら
二
九
年
度
下
期
に
か
け

て
は
、
日
清
戦
後
ブ
ー
ム
の
中

で
二
七
年
度

下
期
に
続

い
て
大
幅
な
増
資
が
実
施
さ

れ
、
資
本
金
は

一
年
余
で
倍
増
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

一
方
営
業
面
に
於
て
も
軍
事

輸
送
の
消
失

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
清
戦
後

の
産
業
発
展

の
中
、
折
か
ら
二
八
年
度

下
期
に
豊
州
鉄
道
会
社
が
開
業
し
、
筑
豊
田
川
地
区
か
ら
豊
州
鉄
道
経
由
で
の
石
炭

輸
送
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
石
炭
輸
送
の
倍
増
を
は
じ
め
と
す
る
輸
送
需

要
の
増
大
が
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
営
業
収
入
も
第
1
図
に
見
る
如
く
日
清
戦
時
期

に

続

い
て
大

き
く
増
加
し
、
他
方
で
の
払
込
資
本
の
増
大

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
払
込
資

本
利
益
率
も
八
～

一
〇
%
に
達
し
て
い
た
。
ま
た
石
炭
輸
送
の
増
加
に
よ
り
総
貨
物

輸
送
量
中
の
石
炭

の
比
率
は
六
五
%
を
越

え
、
ま
た
第

6
図
に
見
る
如
く
貨
物
収
入

が
乗
客
収
入
の
半
額
を
越
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
九
鉄
は
こ
の
時
期

に
於
て
は
じ
め
て
、
資
金
調
達
に
於

て
も
、
営
業

面
に
於
て
も
補
助
金
や
軍
事
輸
送
と
い
う
財
政
的
補
強
な
し
に

一
応

の
自
立
的
経
営

が
可
能

に
な

っ
た
と
言

い
得
る
で
あ
ろ
う
。

九

州
鉄

道
株

式
会

社

『
第

一
五
回

報
告
』

二
〇
頁

。

前
掲

『
東

京
株
式

取
引

所

史
』
統

計

八

二
頁

。

九
州

鉄
道

株
式

会
社

『第

一
五
回
報

告
』

九
頁

。

前

掲

『東

京
株

式

取
引
所

史
』

統
計

八

二
頁

。

「
株

主
氏

名
表

」

(
九
州
鉄

道

株
式
会

社

『
第

一
五
-

一
七

回
報

告
』
)。

九
州
鉄

道
株

式
会

社

『
第

一
五
回

報

告
』

一
七
頁

。

同

右

。

同

右

、

一
九

頁
。

「
乗
客

及
荷

物
員
数

駅

分
表

」

(同

右

、
三
六
-

三

ヒ
頁

)
。

同
右

、

二
三
頁

。

九
州

鉄
道

株
式
会

社

『第

一
六
回
報

告
』

↓
六
頁

。

九
州
鉄

道

株
式
会

社

『
第

一
五

回
報

告
』

一
一
頁

。

同
右

。

同
右

。
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九

州
鉄

道

株
式
会

社

『
第

一
六
回

報
告

』

二
〇

1
二

一
頁

。

九

州
鉄

道
株
式

会

社

『
第

一
六

回
報
告

』

二
〇
ー

二

一
頁
。

九

州
鉄

道
株
式

会

社

『
第

一
七

回
報
告
』

九
頁

。

同

右

一
六
頁

。

同

右

二
〇
頁

。

六
、
む
す
び
に
か
え
て

こ
れ
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
て
九
州
鉄

道
会
社
の
明
治
二
〇
年
代
に
於
け
る
経
営

を
改
め
て
概
括
す
る
な
ら
ば
、
明
治
二
二
年

度
下
期
か
ら
二
一二
年
度
下
期
ま
で
の
第

一
期

に
於

て
は

一
応

の
安
定
的
経
営
状
況
を

示
し
て
は

い
た
も
の
の
、
資
金
調
達
を

図
る
た
め
補
助
金
の
前
倒
し
等
を
利
用
し

て
実
際
の
収
益
以
上
の

「高
配
当
」
政
策

を
と

っ
て
い
た
。
し
か
も
当
期
利
益
金
の
半
額
以
上
は
補
助
金
収
入
等
に
よ
る
と
い

う
歪
な
収
支
構
造
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な

「高
配
当
」
政
策
を
と

っ

て
も
実
際
の
配
当
率
は
二
一二
年
度
に
入
る
と
六
%
台

に
止

っ
て
お
り
、
二
一二
年
恐
慌

の
影
響
も
あ

っ
て
株
価
は
払
込
み
額
を
下
回

る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
の

当
時
の
九
鉄
経
営
が
補
助
金
収
入
に
依
存
す
る
歪
ん
だ
形
を
取
ら
ざ
る
得
な
か

っ
た

の
は
、
基
本
的
に
は
鉄
道
輸
送
需
要
が
今
だ
充
分
で
は
な
く
、
輸
送
の
中
心
は
乗
客

輸
送
で
し
か
も
そ
の
利
用
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

た
め
路
線
が
延
長
さ
れ
る
に
従

い

一
哩
当

の
営
業
収
入
は
却

っ
て
低
下
傾
向
に
あ

っ

た
。
ま
た
貨
物
輸
送
に
至

っ
て
は
運
賃
、
利
便
共
に
今
だ
水
運
輸
送
の
劣
位
に
立

っ

て
い
た
。

ま
た
創
立
当
初
株
式
の
半
数

を
占
め
て

い
た
地
元
資
本
は
、
そ
の
過
半
が
創
立
二

年
以
内
に
株
を
手
放
し
、
替

っ
て
東
京
、
大

阪
の
資
本
が
株
式

の
過
半
を
占
め
る
こ

と
と
な
り
、
資
本
は
中
央
に
、
市
場
は
地

元
に
依
拠
す
る
と
い
う
二
重
構
造
が
こ
こ

に
発
生
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
諸
矛
盾
を
内
包
し
な
が

ら
も

一
応
の
安
定
を
保

っ
た
第

一
期
に
対

し
て
、
明
治
二
四
年
度
上
期
か
ら
二
六
年
度
下
期
に
か
け
て
の
第
二
期
に
於
て
は
、

そ
れ
ら
の
諸
矛
盾
が
外
的
条
件
に
触
発
さ
れ
て
露
呈
し
、
「存
亡
を
賭
け
た
」
経
営
危

機
を
迎
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
ず
二
三
年
恐
慌
下
で
の
金
融
逼
迫
と
株
価
低
落
に

直
面
し
た
東
京
、
大
阪
の
株
主

の
要
求
に
よ
り
株
金
募
集
が
停
止
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

っ
て
路
線
延
長
が
延
期
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
必
然
的
に
こ
れ
ま
で
の
利
益
金

の
過
半

を
占
め
た
路
線
建
設
補
助
金
の
停
止
を
導
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
二
四
年
九
州

地
方
を
襲

っ
た
風
水
害
に
よ
る
農
家
経
済
の
疲
弊
や
二
一二
年
恐
慌
の
余
波
に
よ
る
商

工
業

の
沈
滞
、
「
二
五
年
恐
慌
」
に
よ
る
筑
豊
石
炭
業
の
不
振
、
等

に
伴
う
営
業
収
入

の
停
滞
が
重
な

っ
て
経
営
危
機
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
営
危
機
も
二
六
年
度

に
入
る
と
、
社
員

の
四
割
に
も
及
ぶ
大
量
の
人
員
整

理
を
中
心
と
し
た
経
費
節
減
と
、
他
方
で
の
石
炭
市
況
回
復
の
中
に
於
け
る
筑
豊
興

業
鉄
道
と
の
連
絡
線
の
完
成
に
伴
う
石
炭
輸
送
の
急
増
等
に
よ
っ
て
営
業
収
支
の
面

か
ら
回
復
の
兆
し
を
見

せ
始
め
る
。
と
同
時
に
二
六
年
度
上
期
に
は
路
線
延
長
の
再

開
も
決
定
さ
れ
、
そ
の
費
用
は
社
債
発
行
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
二
六
年
度
か
ら
の
回
復
傾
向
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
明
治
二
七
年
度
上
期
か

ら
二
八
年
度
上
期
に
至
る
第
三
期
に
於

て
発
生
し
た
日
清
戦
争
勃
発
に
伴
う
、
軍
事

輸
送
を
中
心
と
す
る
戦
時
輸
送
需
要
の
増
大
で
あ

っ
た
。
ま
た
二
七
年
度
下
期
に
は

新
た
な
路
線
延
長

に
伴
う
増
資
が
行
な
わ
れ
、
二
四
年
度
以
来

の
株
金
募
集
が
実
施

さ
れ
て
い
た
。

続
く
第
四
期
の
明
治
二
八
年
度
下
期
か
ら
二
九
年
度
下
期

に
か
け
て
は
戦
時
輸
送

需
要
は
消
失
し
た
も
の
の
、
そ
れ
に
替

っ
て
豊
州
鉄
道
と
の
連
絡
開
始
に
伴
う
石
炭

輸
送

の
倍
増
が
あ
り
、
そ
れ
に
日
清
戦
後
の
産
業
発
展
に
伴
う
輸
送
需
要
の
増
加
も

加

っ
て
、
収
入
、
収
益
共
に
増
大
を
続
け
た
。
ま
た
二
八
年
度
下
期
に
は
日
清
戦
後

の
ブ
ー
ム
の
中
で
更
に
二
回
目
の
増
資
が
行
な
わ
れ
、
二
七
年
か
ら
の

一
年
余
で
資

本
金
は
倍
増
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
第

一
期
、
第
二
期

に
あ
た
る
明
治
二
〇
年
代
前
半
に
於
て

は
、
政
府
補
助
金
の
有
無
が
経
営
状
況
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。

こ
れ
は

こ
の
時
期
の
九
鉄
が
今
だ
乗
客
中
心
鉄
道
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
払
込
資
本
に
充

分
な
収
益
を
与
え
る
だ
け
の
輸
送
需
要
を
持
ち
得
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
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の
状
況
も
二
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
変
化
の
兆
し
を
見
せ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
二

六
年
の
筑
豊
興
業
鉄
道
と
の
連
絡
に
伴
う
石
炭
輸
送
の
増
大

に
よ

っ
て
自
立
的
経
営

へ
の
契
機
を
握
ん
だ
九
鉄
は
、
更
に
日
清
戦

時
の
戦
事
輸
送

の
増
大
を
挺
子
と
し
て

発
展
を
開
始
し
、
そ
の
後
日
清
戦
後
に
於
け
る
豊
州
鉄
道
と
の
連
絡
に
伴
う
石
炭
輸

送
の
更
な
る
倍
増
や
、
戦
後
の
産
業
発
展
に
伴
う
輸
送
需
要
の
拡
大
等
に
よ

っ
て
そ

の
自
立
的
発
展
を
確
実
な
る
も
の
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
資
金
調
達

の
面
で

も
日
清
戦
後
に
至

っ
て
戦
後
ブ
ー

ム
の
中
で
は
じ
め
て
充
分
な
資
金
調
達
が
可
能
と

な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
貨
物
輸
送
の
石
炭

へ
の
特
化
の
結
果
、
九
鉄

の
経
営
は
景

気
変
動
、
就
中
石
炭
市
況
の
変
動
の
影
響
を

強
く
受
け
る
こ
と
と
も
な

っ
た
。

つ
ま

り
九
鉄
は
二
〇
年
代
後
半
以
降
は
自
立
的
経
営

の
方
向
を
確
立
す
る
と
共

に
、
資
金

的
に
は
東
京
、
大
阪
の
中
央
資
本
市
場
と
、
市
場
的
に
は
地
域
経
済
と
連
結
す
る
と

い
う
二
〇
年
代
前
半

か
ら
の
二
重
構
造
を
更

に
複
雑
化
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
と

い

う
の
は
九
鉄
経
由
の
石
炭
輸
送
の
多
く
は
分
析

の
中
で
見
た
如
く
門
司
か
ら
海
外
市

場
を
め
ざ
し
て
い
た
た
め
、
九
鉄
の
二
〇
年
代
後
半
か
ら
の
経
営
は
、

一
般
輸
送
に

於

け
る
地
元
経
済
、
石
炭
輸
送
に
於
け
る
海
外
石
炭
市
況
、
資
金
面
で
の
中
央
資
本

市
場
、
と

い
う
三
連
関
の
中
で
展
開
す
る
こ
と
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
三
連
関
の
中
に
於
て
資
本
市
場

と
石
炭
市
場
を
連
結
し
て

い
た
の
が
、
二

〇
年
代
半
ば
か
ら
急
速
に
持
株
を
増
大
さ

せ
、
他
を
引
き
離
す
大
株
主
と
な

っ
て
い

た
三
菱
や
三
井
の
存
在
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
筑
豊
鉄
道
、
豊
州
鉄
道
と
の
連
絡

に
伴
う
石
炭
輸
送
の
増
大
を
中
心
と
し
て

自
立
化

へ
の
道
を
た
ど
り
得
た
九
鉄

に
於

て
は
、
両
鉄
道
と
の
合
同
が
早
晩
問
題
と

な
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
た
と
言

い
得

る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
二
〇
年
代
後
半
そ
れ
ま
で
の
補
助
金
依
存
の
経
営
体
制
か
ら
自
立
的

経
営
の
方
向

に
進
ん
だ
と
は
言
え
、
資
本
収
益
率
が

一
〇
%
を
越
え
る
の
は
や
は
り

補
助
金
収
入
の
あ

っ
た
営
業
期
に
限
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
二
〇
年
代
後
半

に
於
て
も
補
助
金
依
存
か
ら
完
全
に
脱

し
き
れ
て
い
た
と
は
言

い
得
な

い
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
補
助
金
依
存

の
割
合
は
日
本
鉄
道
会
社
の
場
合
と
比
較
す
る
と

は
る
か
に
小
さ
い
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
九
鉄
は
早
く
か
ら

自
立
化

へ
の
道
を
た
ど
ら
ざ
る
得
な
か

っ
た
と
言
え
よ
う
が
、
そ
の
九
鉄
に
於
て
も

補
助
金
下
付
の
対
象

と
な
る
主
要
幹
線
の
建
設
が
終
了
す
る
明
治
三
〇
年
代
初
頭
に

至
る
ま
で
補
助
金
収
入
は

一
定

の
役
割
り
を
果
し
続
け
て

い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
九
鉄
は
減
価
償
却
制
を
採
用
し
な

い
ま
ま
創
立
当
初
か
ら
二
〇
年
代
前
半
に

か
け
て
の
資
金
的
、
営
業
的
困
難
を
極
度
の
経
費
節
減
に
よ

っ
て
切
り
抜
け
て
き
た

だ
け
に
、
そ
の
設
備

の
不
備
が
蓄
積
し
て
お
り
、
こ
れ
が
後
に
九
鉄
改
革
運
動
事
件

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
明
治
三
〇
年
代
初
頭
の
経
営
危
機
の
大
き
な
要
因
と
な

っ
た
こ

と
も
見
逃
し
得
な
い
。

最
初
に
も
述

べ
た
如
く
本
稿

に
於
け
る
分
析
は
対
象
を
資
金
調
達
、
株
主
構
成
、

営
業
状
況
に
限
定
し
た
た
め
、
九
鉄
の
明
治
二
〇
年
代
経
営
の
全
体
を
総
合
的
に
分

析
す
る

に
至

っ
て
い
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し

た

い
。

(付

記

)

前
述

の
如

く
九
鉄

へ
の
政
府

補

助
金

は
路
線

建
設

工
区

完
工
ご

と
に

一
哩

に
付

二
千
円

が
下
付

さ

れ
る

と

い
う
建
設

補
助

金

の
形
式

で
あ

っ

た

の

に
対
し

て
、

日
本
鉄

道
会

社

の
場
合

開
業
後

一
〇
年

か
ら

一
五
年

に
わ
た

っ
て
年

利

八
%

の
配
当

保

証
が

な
さ

れ

て
お
り
、

同

じ
政

府

補

助
金

と
は
言

っ
て
も
そ

の
保
護

の
強

さ
に
は
格

段

の
差
が

あ

る
と
言

え

よ

う

(
星
野
前

掲
論

文

日
九

二
頁

、
口

=

三

一1

=

一六
頁

)
。
ま
た
補

助

金
外

で
も

明
治

一
六
年

開
業

後

、
明
治

二
五
年
三

月

に
至

る
ま

で
日

本
鉄

道
会

社

の
建
設

工
事

、

保
線
業

務
、

運
転

業
務

は
鉄

道
庁

に
委

託

さ
れ

て

い
た

(
星

野
前
掲

論
文

日
九

四
-

九
七
頁

)
。

本
稿
中
の
経
営
分
析
に
お
い
て
各
費
目
の
対
前
期
比
率
等
は
原
数
値

を
用
い
て
算
出
し
た
た
め
、
次
位
以
下
を
四
捨
五
入
し
て
あ
る
第
2
表

の
数
値
を
用
い
て
の
計
算
値
と
は
若
干
の
偏
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
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